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み ん な と 学 ぶ 

小学校  算 数 6年 

   令和 2～5年度用  年間指導計画作成資料    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―――― ご利用にあたって ――――――――――――――――――――――――― 

各欄での文頭のマークは下記の内容を示しています。 

・「学習活動」の欄 
☆の印…「数学的活動」の内容 
★の印…「生活への活用」の内容 

・「指導上の留意点と評価の観点」の欄 
● …… 指導上の留意点 

【知】…「知識・技能」の評価の観点 
【思】…「思考・判断・表現」の評価の観点 
【主】…「主体的に学習に取り組む態度」の評価の観点 

※「評価の観点」については，その時間で中心になるものにしぼって記してあります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 
 

学習時期，配当時間，評価規準などは，今後変更になる場合がございます。ご了承ください。 

学校図書株式会社 
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１  ならべ方と組み合わせ方 

落ちや重なりがないように整理しよう 
＜4 月上旬～中旬・12 ページ・7 時間＞ 

学習指導要領との関連  D(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

起こり得る場合を順序よく整理す

るための，落ちや重なりがないよう

に図や表などを用いて調べることが

できる。 

事象の特徴に注目し，順序よく整

理する観点を決めて，落ちや重なり

なく調べる方法を考える力を養う。 

事象の特徴に注目して，起こり得

る場合について，落ちや重なりがな

いように工夫して考えようとする態

度を養う。 

Ａ 

起こり得る場合について，図や表

を使って，落ちや重なりがないよう

に順序よく調べることができる。 

起こり得る場合について，落ちや

重なりがないように表に書いたり，

図で表したりしながら，条件にした

がって筋道立てて考えている。 

事象の特徴に注目して，起こり得

る場合について，落ちや重なりがな

いように工夫して考えたり，自分の

生活場面で活用したりしようとして

いる。 

Ｂ 

起こり得る場合について，落ちや

重なりがないように調べることがで

きる。 
図や表の使い方と意味を理解して

いる。 

起こり得る場合について，図や表

を見ながら落ちや重なりがないよう

に書き出して，条件にしたがって考

えている。 

事象の特徴に注目して，起こり得

る場合について，落ちや重なりがな

いように考えようとしている。 
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（１ ならべ方と組み合わせ方） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

な
ら
べ
方 

(4) 

●並べ方が何通りあるかを調べると

きに，落ちや重なりがないように

調べる方法について考える。 
●表や図を用いて並べ方を調べる方

法を理解する。 

●3 人のリレー選手の走る順番を考

える。 
●落ちや重なりがないように調べる

方法を工夫する。 
●表や図の考え方や書き方を知る。 
●全部で何通りの走る順番があるか

を求める。 
●遊園地で 4 つの乗り物に 1 回ずつ

乗るときの順番が何通りあるかを

考える。 

●3 人の名前を頭文字などで表すよ

さに気づかせる。 
【主】落ちや重なりがないように順

序よく調べるには，表や図を使う

と便利なことに気づき，進んでこ

れを使おうとしている。 
【知】図や表の意味を理解してい

る。 

●数が増えて，場面が違った状況で

の並べ方を考える。 
●4 つの数字で千の位が 1 のときの

整数が何通りできるか考える。 
●4 色のクレヨンを箱に入れるとき

の並べ方が何通りできるか考え

る。 

●1 を千の位にした場合は，3 桁の整

数で考えればよいことを確認す

る。 
【知】条件がある場合の並べ方が何

通りあるかを求めることができ

る。 

●条件がある場合の並べ方が何通り

あるかを考える。 
●4 枚のカードから 3 枚を使って 3
桁の整数が何通りできるか考え

る。 
●4 人の班で班長と副班長の決め方

が何通りあるか考える。 
●0 を含む 4 枚のカードから 3 桁の

整数が何通りできるか考える。 

●百の位を 1 つ決めた場合をもとに

ほかの場合も考えられることを確

認する。 
【主】班長と副班長を選ぶときと

リーダー2 人を決めるときの違い

に注目しようとしている。 
【知】表や図を正しくかくことがで

きる。 

●並べ方について，落ちや重なりが

ないように調べる方法について理

解を深める。 

●ペナルティーキックを 3 回続けて

蹴ったときの成績を○×で調べ

る。 
●全部で何通りあるかを求める。 
●五百円玉を 3 回投げたときの，表

裏の出方が何通りあるか調べる。 
●0〜9 の数字を使って，3 桁のパス

ワードが何通りできるか考える。 

●キックの結果や五百円玉の表裏を

○×などの記号にして図や表を作

ることに気づかせる。 
【知】条件がある場合の並べ方が何

通りあるかを求めることができ

る。 
【主】パスワードを作るときと整数

を作るときの｢0｣の意味について考

えようとしている。 

２ 

組
み
合
わ
せ
方 

(2) 

●組み合わせが何通りあるか調べる

ときに，落ちや重なりがないよう

に調べる方法について考える。 
●表や図を用いて組み合わせ方を調

べる方法を理解する。 

●4 チーム総当たり戦のときの，試

合数の調べ方を考える。 
●書き出したり，図や表を使ったり

しながら工夫して組み合わせを考

える。 
●試合の組み合わせが全部で何通り

あるかを落ちや重なりがないよう

に求める。 
●5 チーム総当たり戦のときの，試

合数の調べ方を考える。 

●同じ組み合わせがあることに気づ

かせる。 
●並べ方と組み合わせ方の違いに気

づかせる。 
【知】組み合わせの意味，並べ方と

の違いを理解している。 
【知】総当たり戦の組み合わせが全

部で何通りあるかを求めることが

できる。 

●5 種類の中から 2 種類を選ぶ組み

合わせを順序よく考える。 
●5 種類の菓子から 2 種類を選ぶと

きの，組み合わせを考える。 
●4 人から飼育委員を 3 人選ぶとき

の，選び方を考える。 
●5 枚のカードから 4 枚を選んでそ

の和の組み合わせを考える。 

●異なる順番を別の組み合わせとし

てよいかを考える。 
【知】組み合わせが全部で何通りある

かを求めることができる。 
【主】4枚のカードの順番と和の関係に

着目しようとしている。 
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（１ ならべ方と組み合わせ方） 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●並べ方，組み合わせ方の適用問題

を解く。 
●8 チーム勝ち抜き戦のときの，試

合数を考える。 
●8－1 で求められる理由を考える。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●並べ方と組み合わせ方の適用問題

を解く。 
●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
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２  文字と式 

文字を使って量や関係を式に表そう 
＜4 月下旬～5 月中旬・12 ページ・8 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

問題場面の数量の関係を a，x など

の文字を用いて式に表して，式の値

や文字にあてはまる数の求め方を理

解して，求めることができる。 

問題場面の数量関係に着目して，

数量の関係を，文字を用いて簡潔か

つ一般的な式に表現したり，式の意

味を読み取ったりする力を養う。 

問題場面の数量の関係を，文字を

用いて式に表すよさに気づき，関係

を考察したり表現したりしようとす

る態度を養う。 

Ａ 

問題場面の数量の関係を x などの

文字を用いて簡潔に表し，式の値や

x にあてはまる数の求め方を理解

し，的確に求め，説明することがで

きる。 

問題場面の数量の関係を，文字を

用いて簡潔かつ一般的な式に表し

て，数量の関係を数理的に考えてい

る。 

問題場面の数量の関係を，文字を

用いると簡潔に式に表せるなどのよ

さに気づき，進んで関係を考察した

り表現したりしようとしている。 

Ｂ 

問題場面の数量の関係を x などの

文字を用いて表し，式の値や x にあ

てはまる数の求め方を理解して，求

めることができる。 

問題場面の数量の関係を，文字を

用いて簡潔に式に表して考えてい

る。 

問題場面の数量の関係を，文字を

用いて式に表すよさに気づき，関係

を考察したり表現したりしようとし

ている。 
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（２ 文字と式） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

い
ろ
い
ろ
な
数
量
を
表
す
式 

(2) 

●□や○などの記号の他に，x や a
を使った式で表すことを理解す

る。 

●言葉の式を思い出し，どんな数が

入るか考えてみる。 
●□や○などを使った式と同じよう

に，x や a などを使って数量の関

係を表すことができることを知

る。 
●まんじゅうを 6 個買ったときの代

金の関係を，x を使って式に表

す。 
●1m80 円のリボンを aｍ買ったとき

の代金を求める式を，文字式で表

す。 

●場面を式で表すイメージをもたせ

る。 
【主】文字を用いるよさに気づき，

それを用いようとしている。 
【知】x や a などの文字を用いた式

の表し方を理解している。 
 

●x に数を代入して，式の値を求め

る。 
●1 箱にりんごが 10 個入っていると

したときの全部の数を求める。 
●1 箱分のりんごの数を x 個とし

て，2 箱と 4 個あるりんご全部の

数を求める式を書く。 
●1 箱に 15 個入っているときの，全

部の数を求める。 
●1 箱 x 個入りのキャラメル 2 箱と 6
個の総数の式を書く。 

●1 本 xdL のジュース 3 本と 2dL の

全部の量を求める式を作り，1 本

が 5dL のときの全部の量を求め

る。 

●式に代入することで問題解決がで

きることの有用性に気づかせる。 
【知】数量の関係を表した文字式の

文字に数を代入して，式の値を求

めることができる。 
 

２ 

変
化
す
る
数
を
表
す
式 

(1) 

●乗法の場面において，x で表され

た式の x にあてはまる数の求め方

を考える。 

●正三角形の一辺の長さを xcm とし

て，周りの長さを求める式を書

き，x にあてはまる数の求め方を

考える。 
●窓の高さが 90cm，開けた長さが

xcm で開けた部分の面積を ycm2

としたときの x と y の関係を式に

表す。 
●直径 xcm と円周 ycm のときの関

係式を考え，x＝2 のときの y の値

を求める。 

●式の中で 2 つの数量の変化が見え

るようにする。 
【主】伴って変わる 2 つの数量の関

係に着目してその変化と関係を考

えようとしている。 
【知】式を作り，x を代入して y を

求めることができる。 
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（２ 文字と式） 

３ 

文
字
に
あ
て
は
ま
る
数 

(3) 

●加法の場面において，x で表され

た式の x にあてはまる数の求め方

をいろいろな考え方で考える。 

●折り紙が x 枚あって，7 枚もらっ

たら y 枚になったときの関係を，

図などを用いて式化する。 
●x の値を減法によって求める。 
●x にあてはまる数を求める（加

減）。 

●式と図を関係づけながら考えさせ

る。 
【主】場面に応じて式が加法になる

ことに着目しようとしている。 
【知】正しい立式をすることがで

き，x を求めることができる。 

●乗法の場面において，x で表され

た式の x にあてはまる数の求め方

をいろいろな考え方で考える。 
 

●面積 18 cm2，底辺 5 cm の平行四

辺形の高さを x cm としたときの関

係式をつくり，x を求める。 
●テープを 3 本つないだら 2 m にな

る場面で，図から式をつくり，1
本分の長さ x m を求める。 

●x にあてはまる数を求める（乗

除）。 

●式と図を関係づけながら考えさせ

る。 
【主】場面に応じて乗法になること

に着目しようとしている。 
【知】正しい立式をすることがで

き，x を求めることができる。 

●乗法や加法が混じった文字式の x
にあてはまる数の求め方を考え

る。 

●1 箱の個数を x 個として，チョコ

レート全部の個数を求める式を書

き，x にあてはまる数の求め方を

考える。 
●1 束の数を x 枚として，色紙全部

の枚数を求める式を書き，x にあ

てはまる数の求め方を考える。 
●x にあてはまる数を求める（加減

乗除）。 
〔発展〕移行して，x にあてはまる

数を求める方法について知る。 

●乗法と加法，減法が混ざった式か

ら x を求める方法を理解させる。 
【知】x にあてはまる数を求めるこ

とができる。 

４ 

式
を
読
む 

(1) 

●式を見て，その式が何を表してい

るか考える。 
●式を読み取り，図と関連づける。 

●絵を見て，式が何を表しているか

考える。 
●複合図形の面積を表したいろいろ

な式について，どのように考えた

のか考える。 

●式と図を関係づけながら考えさせ

る。 
【主】式から状況をイメージしよう

としている。 
【知】式を図に表すことができる。 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 
●既習事項の確かめをする。 ●いろいろな問題において，数量の

関係を，x を使った式に表し，x に

あてはまる数を求める。 
●文字を使った式と場面を結びつけ

る。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●文章を読んで式に表す。 
●x の変化に伴ってもう 1 つの数の

変化について考える。 
●場面から式を選ぶ。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
●文章と式をつなげて考えられるよ

うにする。 
●伴って変わる数量の変化に着目さ

せる。 
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３  分数と整数のかけ算とわり算 

計算の意味やしかたを考えよう 
＜5 月中旬～下旬・13 ページ・7 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(1)，[数学的活動](1)イ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の意味と計算のしかた

を理解して，計算をすることができ

る。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の意味や計算のしかた

を，具体物や図，式を用いて考える

力を養う。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の計算のしかたを考

え，それを活用しようとする態度を

養う。 

Ａ 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の計算のしかたを整数

や小数の乗法及び除法の計算と関連

づけて理解して，通分，約分に気を

つけながら，正確に計算をすること

ができる。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の意味や計算のしかた

を，分数の意味などをもとに，具体

物や図，式を用いて考え，一般的に

まとめている。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の計算のしかたを，整

数や小数の乗法及び除法と関連づけ

て考え，既習事項を生かして積極的

に考えようとしている。 

Ｂ 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の意味と計算のしかた

を理解して，分数の乗法及び除法の

計算をすることができる。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の意味や計算のしかた

を，分数の意味などをもとに，具体

物や図，式を用いて考えている。 

乗数や除数が整数の場合の分数の

乗法及び除法の計算のしかたを，整

数や小数の乗法及び除法と関連づけ

て考え，それを活用しようとしてい

る。 
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（３ 分数と整数のかけ算とわり算） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

分
数×

整
数
の
計
算 

(2) 

●(分数)×(整数)の意味と計算のしか

たを考える。 
●(分数)×(整数)では分母をそのまま

にして分子に整数をかけて計算す

ることを理解する。 
●(分数)×(整数)の計算で，計算の途

中での約分のしかたを理解する。 
 

●へいにペンキをぬるときの面積を

表や図で表す。 
●(分数)×(整数)の式を立て，計算の

しかたを考える。 
●(分数)×(整数)の計算のしかたを一

般化した式にまとめる。 
●(分数)×(整数)の計算をする。 
●(分数)×(整数)の計算で，計算の途

中での約分のしかたを理解する。 

●表や図を使って単位分数のいくつ

分という考え方に重点をおき，分

子が 1 から 4 に変化したときの計

算でも同様に考えられるようにす

る。 
【主】(分数)×(整数)の計算のしかた

を，既習事項をもとにして考えよ

うとしている。 
【知】(分数)×(整数)の計算を理解し

て積を求めることができる。 
【知】(分数)×(整数)の計算を途中で

約分しながらできる。 

●(帯分数)×(整数)の計算のしかたを

考える。 
●(帯分数)×(整数)の計算のしかたを

考える。 
●帯分数の長さのテープを，4 本作

るために必要なテープの長さを考

える。 
●答えの見当をつける。 
●(帯分数)×(整数)の計算のしかたを

考える。 
●計算問題と場面の異なる文章問題

を解く。 

●(帯分数)×(整数)でも，これまでと

同じように計算できることを理解

させ，仮分数に直して計算させ

る。 
【知】(帯分数)×(整数)の計算のしか

たを理解している。 

 
  



6－10 

（３ 分数と整数のかけ算とわり算） 

２ 

分
数
÷
整
数
の
計
算 

(4) 

●(分数)÷(整数)の計算のしかたを理

解する。 
●へいにペンキをぬるときの面積の

求め方を表や図を使って説明す

る。 
●(分数)÷(整数)の立式をする。 
●ペンキでぬれる面積を，計算のき

まりや分数の乗法の考え方，図を

使って求める。 

●(分数)÷(整数)の計算のしかたを既

習事項や図を使って考えさせる。 
【主】既習事項をもとに計算をしよ

うとしている。 
 

●(分数)÷(整数)では分子を整数でわ

れないときに，分子をそのままに

して分母に整数をかけて計算する

ことを理解する。 

●(分数)÷(整数)の計算の途中で分数

の性質から分子をそのままにして

分母に整数をかけて計算すること

ができることを理解する。 
●(分数)÷(整数)の計算のしかたを一

般化した式にまとめる。 

●分子を整数でわれないときに，図

や分数の性質を使って計算できる

ようにする。 
【主】分子を整数でわれないとき

に，既習事項をもとにして考えよ

うとしている。 
【知】分子を整数でわれないとき

に，分子をそのままにして分母に

整数をかけて計算することができ

る。 

●(分数)÷(整数)の計算において途中

で約分する方法と有用性を理解す

る。 

●計算の途中で約分するしかたを知

る。 
●途中で約分する計算のしかたを知

り，最後に約分する場合と比較す

る。 
●計算問題と場面の異なる文章問題

を解く。 

●(仮分数)÷(整数)の計算で，計算の

途中で約分するよさをとらえさせ

る。 
【主】途中で約分の有用性を理解し

て，積極的に使おうとしている。 
【知】(分数)÷(整数)の計算での約分

のしかたを理解し，途中で約分し

ながら計算することができる。 

●(帯分数)÷(整数)の計算のしかたを

考える。 
●1ｍあたりの重さを求める式を考え

る。 
●答えの見当をつける。 
●(帯分数)÷(整数)の計算のしかたを

考える。 
●計算問題を解く。 

●(帯分数)÷(整数)でも，これまでと

同じように計算できることを理解

させ，仮分数に直して計算するよ

うにさせる。 
【知】(帯分数)÷(整数)の計算のしか

たを理解している。 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●(分数)×(整数)，(分数)÷(整数)の計

算のしかたをまとめる。 
●(分数)×(整数)，(分数)÷(整数)の計

算をする。 
●文章題を解く。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●計算が正しいかどうかを判断す

る。 
●カードを使って(分数)×(整数)，(分
数)÷(整数)の計算をする。 

●図や表を書きながら文章題を解

く。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
●単位量あたりの大きさと分数の計

算を結びつけて考えられるように

する。 

 
  



6－11 

４  分数×分数 

分数どうしのかけ算の意味やしかたを考えよう 
＜5 月下旬～6 月中旬・14 ページ・10 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(1)，内容の取扱い(1)･(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

(分数)×(分数)の計算の意味と計算

のしかたを理解して計算ができ，計

算法則が成り立つことも理解するこ

とができる。 

(分数)×(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに，数直線や図，

表，式を用いて考える力を養う。 

(分数)×(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに考えようとする態

度を養う。 

Ａ 

(分数)×(分数)の計算が用いられる

場面を理解し，計算の意味と計算の

しかたを理解して計算の途中で約分

しながら確実に行うことができる。 
分数の乗法でも，整数や小数と同

じ計算法則が成り立つことを理解し

ている。 

(分数)×(分数)の計算のしかたを，

既習の整数や小数，分数の計算や計

算のきまり，比例の考えをもとに，

数直線や図，表，式を用いて考え，

筋道を立ててわかりやすくまとめて

いる。 

(分数)×(分数)の計算に関心をも

ち，その計算のしかたを既習の整数

や小数，分数の計算や計算のきまり

をもとに考え，問題解決に進んで活

用しようとしている。 

Ｂ 

(分数)×(分数)の計算の意味と計算

のしかたを理解して計算ができる。 
分数の除法でも，交換法則や結合

法則が成り立つことを理解してい

る。 

(分数)×(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに，数直線や図，

表，式を用いて考え，見出してい

る。 

(分数)×(分数)の計算に関心をも

ち，その計算のしかたを，既習事項

をもとに考え，問題解決に活用しよ

うとしている。 

 
  



6－12 

（４ 分数×分数） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

分
数×

分
数
の
計
算 

(5) 

●分数をかける意味と立式のしかた

を理解する。 
●乗数の分子が 1 のときの(分数)×

(分数)の計算のしかたを考える。 
 

●ペンキをぬることのできる面積を

求める式を立て，面積を数直線や

図，表で調べる。 
●乗数の分子が 1 のときの(分数)×

(分数)の計算のしかたを，図や既習

事項をもとにして考え，説明す

る。 

●(分数)×(整数)の計算を想起させ

る。 
●乗数の分子が 1 のときの(分数)×

(分数)の計算のしかたを，図や既習

事項などをもとに考え，説明させ

る。 
【主】単位量あたりの大きさの計算

から乗法を意識しようとしてい

る。 

●分数をかける意味と立式のしかた

を理解する。 
●乗数の分子が 1 以外のときの(分数)
×(分数)の計算のしかたを考える。 

 

●ペンキをぬることのできる面積を

求める式を立て，面積を数直線や

図，表で調べる。 
●乗数の分子が 1 以外のときの(分数)
×(分数)の計算のしかたを，図や既

習事項をもとにして考え，説明す

る。 

●乗数の分子が 1 以外のときの(分数)
×(分数)の計算のしかたを，図や既

習事項などをもとに考え，説明さ

せる。 
【主】乗数の分子が 1 のときの求め

方から問題解決をしようとしてい

る。 
【知】真分数同士の乗法は分母どう

し，分子どうしをかけて計算する

ことを理解している。 

●乗数や被乗数が仮分数の計算の意

味を理解する。 
●乗数が仮分数の計算のしかたを考

える。 
●(分数)×(分数)の計算のしかたを一

般化してまとめる。 
●計算問題と文章問題を解く。 

【主】(分数)×(分数)の計算のしかた

を，既習事項などをもとに考えよ

うとしている。 
【知】分数の乗法の計算のしかたを

理解して計算をすることができ

る。 

●帯分数の乗法の計算のしかたを考

える。 
●(分数)×(分数)の計算で，計算の途

中での約分のしかたを理解する。 
●(整数)×(分数)，(分数)×(整数)の計

算と，(分数)×(分数)の計算の関係

を理解する。 

●帯分数をかける計算は，仮分数に

直して考えるとわかりやすいこと

を知る。 
●分数の乗法を，計算の途中の約分

のしかたを考えながら計算する。 
●(整数)×(分数)，(分数)×(整数)の計

算も，整数を分数の形に直すと，

(分数)×(分数)の計算になることを

知る。 

●帯分数の変換や約分をできるよう

にする。 
【知】帯分数の計算を途中で約分し

ながらできる。 

●被乗数，乗数，積の関係を調べ

る。 
●1 より小さい分数をかけると，積

は，被乗数より小さくなることを

理解する。 
●文章を読んで積を予想する。 

●小数の学習を想起させる。 
●数直線や表に着目させる。 
【知】1 より小さい分数をかける

と，積は，被乗数より小さくなる

ことを理解している。 

  



6－13 

（４ 分数×分数） 

２ 

い
ろ
い
ろ
な
計
算 

(2) 

●(分数)×(分数)×(分数)の計算のし

かたを考える。 
●(分数)×(分数)×(分数)のしかたを

2 つの方法から考えて理解する。 
●(分数)×(分数)×(分数)の計算をす

る。 

●3 つ以上の分数の乗法ができるよ

うにする。 
【知】3 つ以上の分数の乗法では分

子同士，分母同士をかければよい

ことを理解している。 

●数値が分数の場合にも面積や体積

の公式が適用できることを理解す

る。 

●縦と横の長さが分数で表されてい

る長方形の面積と，縦と横と高さ

が分数で表されている体積を求め

る問題を考える。 
●面積と体積の問題を解く。 

●分数の乗法を面積や体積でも活用

できるようにする。 
【主】分数の乗法を用いて面積や体

積を求めようとしている。 
【知】数値が分数の場合にも，面積

公式を適用できることを理解して

いる。 

３ 

計
算
の
き
ま
り 

(1) 

●既習の計算のきまり(交換法則，結

合法則，分配法則)が，分数におい

ても適用できることを理解する。 

●面積や体積を求める問題場面にお

いて，交換法則や結合法則が使え

ることを確認する。 
●分配法則が，分数の計算にも適用

できるかを調べる。 
●計算方法を説明する。 

●既習の計算のきまりについては，

記号の式のみで表示するのではな

く，具体的な数を入れて確認す

る。 
【知】計算のきまりが，分数の計算

にも適用できることを理解してい

る。 
【知】計算のきまりを使って分数の

計算をすることができる。 

４ 

逆
数 

(1) 

●逆数の意味を理解する。 ●積が１になる乗法を見つけ，被乗

数と乗数との間のきまりを見つけ

る。 
●｢逆数｣の意味と用語を知る。 
●小数から逆数を考える。 

●次の｢分数のわり算｣で使う用語な

ので，しっかりと押さえる。 
●分子と分母を入れ替えた数という

印象だけにならないように｢かけて

１になる数｣という理解ができるよ

うにする。 
【思】答えが１になる分数同士の乗

法について考えている。 
【知】逆数の意味を理解している。 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●(分数)×(分数)，(整数)×(分数)の計

算をする。 
●積が被乗数より小さくなるものを

考える。 
●逆数を求める。 
●逆数の関係を面積図で考える。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●(分数)×(分数)の文章題を解く。 
●分数を使った面積と体積を求める

問題を求める。 
●分数の計算を作り，計算する。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 

 
  



6－14 

５  分数÷分数 

分数どうしのわり算の意味やしかたを考えよう 
＜6 月中旬～7 月上旬・11 ページ・8 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(1)，内容の取扱い(1)・(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

(分数)÷(分数)の計算の意味と計算

のしかたを理解し，分数の除法で

も，整数の場合と同じ関係が成り立

つことを理解して，(分数)÷(分数)の
計算をすることができる。 

(分数)÷(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに，数直線や図，式

を用いて考える力を養う。 

(分数)÷(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに考えようとする態

度を養う。 

Ａ 

(分数)÷(分数)の計算が用いられる

場面を理解し，計算の意味と計算の

しかたを理解し，分数の除法でも，

整数と同じ関係が成り立つことを理

解して(分数)÷(分数)の計算を，計算

の途中で約分しながら確実に行うこ

とができる。 

(分数)÷(分数)の計算のしかたを，

既習の整数や小数，分数の計算や計

算のきまり，比例の考えをもとに，

数直線や図，式を用いて考え，筋道

を立ててわかりやすくまとめてい

る。 

(分数)÷(分数)の計算に関心をも

ち，その計算のしかたを既習の整数

や小数，分数の計算や計算のきまり

をもとに考え，問題解決に用いよう

としている。 

Ｂ 

(分数)÷(分数)の計算の意味と計算

のしかたを理解し，分数の除法で

も，整数の場合と同じ関係が成り立

つことを理解して，(分数)÷(分数)の
計算をすることができる。 

(分数)÷(分数)の計算のしかたを，

既習事項をもとに，数直線や図，式

を用いて考え見出している。 

(分数)÷(分数)の計算に関心をも

ち，その計算のしかたを既習事項を

もとに考え，問題解決に活用しよう

としている。 

 
  



6－15 

（５ 分数÷分数） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

分
数
÷
分
数
の
計
算 

(6) 

●分数でわる意味と立式のしかたを

理解する。 
●除数の分子が 1 のときの(分数)÷

(分数)の計算のしかたを考える。 

●除数の分子が 1 のときの(分数)÷
(分数)の立式をする。 

●1dL のペンキでぬれる面積を，図

を使って調べる。 

●除数の分子が 1 のときの(分数)÷
(分数)の計算のしかたを，図や表，

既習事項などをもとに考えさせ

る。 
【主】(分数)÷(分数)の計算のしかた

を，既習事項をもとに考えようと

している。 

●(分数)÷(分数)の計算のしかたを考

える。 
●(分数)÷(分数)の計算のしかたを図

や既習事項をもとにして考え，説

明する。 
●(分数)÷(分数)の計算のしかたを一

般化してまとめる。 
●計算問題を解く。 

●(分数)÷(分数)の計算のしかたを，

図や表，既習事項などをもとに考

え，説明させる。 
【知】分数の除法の計算のしかたを

理解して計算できる。 

●除数や被除数が仮分数の計算の意

味を理解する。 
●(分数)÷(分数)の計算で，計算の途

中での約分のしかたを理解する。 
●(整数)÷(分数)，(分数)÷(整数)の計

算と，(分数)÷(分数)の計算の関係

を理解する。 

●除数や被除数が仮分数の計算のし

かたを考える。 
●分数の乗法を，計算の途中の約分

のしかたを考えながら計算する。 
●(整数)÷(分数)，(分数)÷(整数)の計

算も，整数を分数の形に直すと，

(分数)÷(分数)の計算になることを

知る。 
●計算問題を解く。 

●除数や被除数が仮分数のときも逆

数をかければよいことに気づかせ

る。 
●被除数が整数のときの見方に着目

する。 
【知】(分数)÷(分数)の計算を途中で

約分しながらできる。 

●帯分数でわる計算のしかたを考え

る。 
●帯分数でわる計算は，仮分数に直

して考えるとわかりやすいことを

知る。 
●計算問題を解く。 

●分数の乗法と同じように帯分数を

仮分数にすることを考えさせる。 
【知】帯分数でわる計算をすること

ができる。 

●帯分数の除法の文章題を線分図や

表をもとに解く。 
●帯分数の除法の文章題を考える。 
●数量の関係を線分図や表に表し，

式を考え，問題を解く。 
●計算問題を解く。 

●｢単位量あたりの大きさ｣の考え方

や面積の公式をもとに考えさせ

る。 
●面積では｢文字と式｣の考え方をも

とに式変換を考えさせる。 
【主】既習事項をもとに問題解決し

ようとしている。 

●被除数，除数，商の関係を調べ

る。 
●1 より小さい分数でわると，商

は，被除数より大きくなることを

理解する。 
●文章問題を解く。 
●式から商を予想する。 

●小数の学習を想起させる。 
●線分図や表に着目させる。 
【知】1 より小さい分数でわると，

商は，被除数より大きくなること

を理解している。 
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（５ 分数÷分数） 

２ 

ど
ん
な
式
に
な
る
か
な 

(1) 

●分数の乗法や除法を適用する問題

で，その数量の関係をとらえて演

算決定し，問題解決する。 
●分数の乗法や除法を適用する問題

作りを通して，分数の乗法や除法

の使われる場面についての理解を

深める。 

●文章題の数量の関係を線分図や表

に表す。 
●立式して解決する。 
●(分数)×(分数)で答えを求める文章

題を解く。 
●最初の問題をもとにして，乗法や除

法を適用する問題を作り，その問題

を解く。 

●数量の関係を正しくとらえるため

に，線分図に表したり，問題の中

の数値を簡単にしたりして，問題

の構造をつかませるようにする。 
【主】原題をもとに，進んで作問し

ようとしている。 
 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●(分数)÷(分数)，(整数)÷(分数)の計

算をする。 
●商が被除数より大きくなるものを

考える。 
●分数を面積公式に適用する。 
●文章問題を解く。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める ●分数の除法の計算をする。 
●文字式の x にあてはまる数を考え

る。 
●文章問題を解く。 
●単位量あたりの大きさの考えをも

とに立式して問題解決ができる。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
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６  小数と分数の計算 

小数や分数を使った計算のしかたを考えよう 
＜7 月中旬・6 ページ・5 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(1)，内容の取扱い(1)・(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

小数，分数，整数の混じった四則

計算は，分数に直して計算するとよ

いことを理解し，既習事項をもと

に，小数と分数の問題を解くことが

できる。 

既習事項をもとに，小数と分数の

問題を考える力を養う。 
小数と分数の計算に興味をもち，

問題解決をしようとする態度を養

う。 

Ａ 

小数，分数，整数の混じった四則

計算は，分数に直して計算すると効

率よくできることを理解し，既習事

項をもとに，小数と分数の問題を正

確に解くことができる。 

既習事項をもとに，小数と分数の

問題を進んで考えている。 
小数と分数の計算に興味をもち，

進んで問題解決をしようとしてい

る。また，生活場面でも活用しよう

としている。 

Ｂ 

小数，分数，整数の混じった四則

計算は，分数に直して計算するとよ

いことを理解し，既習事項をもと

に，小数と分数の問題を解くことが

できる。 

既習事項をもとに，小数と分数の

問題を考えている。 
小数と分数の計算に興味をもち，

問題解決をしようとしている。 
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（６ 小数と分数の計算） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

小
数
と
分
数
の
混
じ
っ
た
計
算 

(2) 

●分数と小数の混じった加法や減法

の計算のしかたを理解する。 
●分数と小数の混じった加法や減法

を，小数にそろえて計算する。 
●分数と小数の混じった加法や減法

を，分数にそろえて計算する。 
●きちんとした小数で表せないとき

は，分数にそろえて計算すること

を知る。 
●計算問題を解く。 

●分数と小数のよさを感じ取って状

況によって計算方法を選択できる

ようにする。 
【主】分数と小数の混じった計算を

解こうとしている。 
【知】分数と小数の混じった加法や

減法の計算をすることができる。 
【知】きちんとした小数で表せない

ときは，分数にそろえて計算する

ことを理解している。 

●小数，分数，整数の混じった乗法

や除法の計算のしかたを理解す

る。 

●小数，分数，整数の混じった乗法

や除法を，小数と整数を分数にそ

ろえて計算する。 
●分数の乗法や除法の混じった式

は，わる数を逆数に変えてかける

と乗法だけの式に直せることを知

る。 
●3 つ以上の分数の乗法や除法の混

じった計算はまとめてできること

を知る。 
●計算問題を解く。 

●3 つ以上の分数の乗法や除法の混

じった計算をするときの逆数の扱

い方に着目させる。 
【知】小数，分数，整数の混じった

乗法や除法の計算をすることがで

きる。 
【知】小数，分数，整数の混じった

乗法や除法は分数にそろえて計算

するとよいことを理解している。 

２ 

い
ろ
い
ろ
な
問
題 

(1) 

●生活場面での小数や分数の問題を

考える。 
●2 種類の車が 100km 進むのに必要

なガソリンの量を求める。 
●割引の場面から立式して，計算で

きる。 
●人体を題材に立式して，計算でき

る。 

●車の適用場面を単位量あたりの大

きさをもとに解く。 
●表や線分図を使って，もとになる

数を踏まえて立式を考える。 

●生活場面から単位量あたりの大き

さをもとに立式ができるようにす

る。 
【知】小数，分数，整数の混じった

乗法や除法の計算をすることがで

きる。 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と 

(1) 
●既習事項の確かめをする。 ●小数と分数の四則計算をする。 

●分数，小数，整数の混じった計算

を，分数を使って計算する。 
●ひし形の面積を題材に立式して，

分数の除法を解く。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 
●分数の除法が続くときの計算の逆

数の扱い方に着目させる。 

深
め
よ
う 

(1) 

●分数の考えを用いて，身の回りの

事象について考え，理解を深め

る。 

●時間について，分数を適用して考

える。 
●時間の表現に分数を活用する。 
【主】時間を，分数を使って分で表

し，問題を解こうとしている。 
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〔発展〕ふりかえろう つなげよう 
＜7 月中旬・2 ページ＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●加減乗除をまとめる。 
●加減乗除でも数値によって答えの出せ

ないものがあることを確認する。 
 

●3，5 と加減乗除の記号を使って，式を

つくり，答えを求めさせる。 
●単純な数値で加減乗除を復習させ，計

算ができない場合について確認させ

る。 
●負の数の可能性に触れたい。 
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○倍の計算 ソフトボール投げ 
＜7 月下旬・2 ページ・1 時間＞ 

学習指導要領との関連  A(1)，内容の取扱い(1)・(2) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

倍を使って，割合を表すこともあ

ることを理解して，倍を使って，割

合を表すことができる。 

もとにする量を 1 としたときの比

べられる量の割合を，図をもとに考

える力を養う。 

2 つの数量の関係の割合を倍で表

そうとする態度を養う。 

Ａ 

倍を使って，割合を表すこともあ

ることを理解している。また，2 つ

の数量のどちらをもとにする量にす

るかで割合が変わることを理解し

て，もとにする量や比べられる量を

的確に判断し，倍を使って割合を表

すことができる。 

もとにする量や比べられる量を的

確に判断し，比べられる量がもとに

する量の何倍にあたるかを考えてい

る。 

2 つの数量の関係の割合を，倍を

使って表し，問題解決に使おうとし

ている。また，身近な 2 つの数量の

関係の割合も，倍を使って表そうと

している。 

Ｂ 

倍を使って，割合を表すこともあ

ることを理解し，倍を使って，割合

を表すことができる。 

比べられる量がもとにする量の何

倍にあたるかを考えている。 
2 つの数量の関係の割合を，倍を

使って表し，問題解決に使おうとし

ている。 

 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

(1) 

●比的な関係にある 2 つの量の割合

を理解する。 
●割合は，倍を使って表すことがあ

ることを知る。 
●割合(倍)を分数倍で表す。 
●割合が分数倍で表されている 2 つ

の数量で，比べられる量やもとに

する量を求める。 
●問題文と分数倍の関係を表した図

を関連付けて理解できる。 

●ソフトボール投げの記録を平均と

比べ，その割合を分数で表す。 
●もとにする量の方が大きい場合の

割合を求める。 
●もとにする量と割合がわかってい

る場面で，比べられる量を求める

問題を解く。 
●比べられる量と割合がわかってい

る場面で，もとにする量を求める

問題を解く。 
●分数倍の意味をとらえ，乗法の計

算をする。 

●何をもとにするのかをきちんと押

さえる。 
●小数倍との関連も押さえる。 
●比的な関係に着目させる。 
●｢もとにする量｣，｢比べられる量｣，

｢割合｣という言葉を用い，言葉の式

で表してその関係をとらえさせる。 
●文章の意味をとらえ，分数倍のも

とになる量は 1 になることをとら

えさせる。 
【主】比的な関係にある 2 つの量の

割合を倍で表そうとしている。 
【知】割合は，倍を使って表すこと

もあることを理解して，倍の表し

方に分数を用いることができる。 
【知】比べられる量やもとにする量

を求めることができる。 
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アクティブ！！ 
＜7 月下旬・2 ページ・1 時間＞   

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●これまでの単元の学習をもとに，なら

べ方と組み合わせ方の違いについて，

異なる文脈をこえて共通点を見出すこ

とができる。 
●これまでの単元の学習をもとに，さま

ざまな考え方や表現方法を比較するこ

とが，正しい答えを導き出すために役

立つことを学ぶ。 

●それぞれの解き方がなぜ異なるかを問

題文から見つけ出すことを明示的に解

決課題として示す。 
●解きたい文脈の問題の担当を決め（○ア

と ○イ，○カと ○キ，または ○サと ○シのいず

れか），解いてみる。 

●きちんと文脈に基づいて，いかなる解

き方を適用するか判断できる力を育成

させたい。 
●並べ方の問題の特徴と，組み合わせ方

の問題の特徴を対比的に考えさせる。 
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4マス関係表がわかりやすいね 
＜7 月下旬・2 ページ・1 時間＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●テープ図や線分図の他に，4 マス関係表

による問題を整理する方法を知る。 
 

●問題を，テープ図，線分図で整理する。 
●4 マス関係表を作成し，問題を整理す

る。 

●4 マス関係表だけでなく，テープ図，線

分図など他の方法と絡めて考えること

ができるように指導する。 
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７  対称 

つりあいのとれた形の分類や性質を調べよう 
＜9 月上旬～中旬・18 ページ・13 時間＞ 

学習指導要領との関連  B(1)ア(ｲ)・イ(ｱ)，[数学的活動](1)ア 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

線対称な図形，点対称な図形の定

義や性質を理解し，図形についての

豊かな感覚をもつことができる。 
線対称な図形，点対称な図形を作

図することができる。 

基本図形を線対称・点対称という

観点で考察し，分類整理することで

図形に対する見方を深める力を養

う。 

基本図形を線対称や点対称の観点

から着目し，その形を考察しようと

し，線対称や点対称の図形の美しさ

に気づき，生活場面で活用しようと

する態度を養う。 

Ａ 

線対称な図形，点対称な図形の定

義や性質を理解し，説明することが

できる。 
線対称や点対称な図形の特徴をと

らえ，身の回りの図形を線対称や点

対称という観点で考察することなど

を通して，図形についての豊かな感

覚をもつことができる。 
線対称な図形，点対称な図形をい

ろいろな方法で，正確に作図するこ

とができる。 

基本図形や身の回りの図形を線対

称・点対称の定義や性質を考えなが

ら考察し，分類整理して図形の性質

をまとめることで図形に対する見方

を深めている。 

基本図形や身の回りの図形に興味

をもち，線対称や点対称の観点から

着目し，その形を考察しようとして

いる。 
線対称や点対称の図形の美しさに

気づき，生活場面に進んで活用しよ

うとしている。 

Ｂ 

線対称な図形，点対称な図形の定

義や性質を理解している。また，線

対称や点対称な図形の特徴をとらえ

たりするなど，図形についての豊か

な感覚をもつことができる。 
線対称な図形，点対称な図形を作

図することができる。 

基本図形や身の回りの図形を線対

称・点対称という観点で考察し，分

類整理することで図形に対する見方

を深めている。 

基本図形や身の回りの図形を線対

称や点対称の観点から着目し，その

形を考察しようとしている。 
線対称や点対称の図形の美しさに

気づき，生活場面に活用しようとし

ている。 
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（７ 対称） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

線
対
称
な
図
形 

(5) 

●折り紙で作ったいろいろな形を仲

間分けする過程で，その中にバラ

ンスのとれたきれいな形があるこ

とに気づく。 

☆折り紙でいろいろな形を作り，

作った形を真ん中で折って重なる

もの，回して重なるもの，折って

も回しても重ならないものに仲間

分けする。 
●2 つに折ると重なる形に折り目を

かき入れる。 
●2 つに折ってきちんと重なる形を

かく。 

●仲間分けしているときの基準を数

学的に着目できるようにする。 
●対話の中から数学的な見方が育つ

ようにする。 
【主】いろいろな図形を数学的な見

方から分類しようとしている。 
 

●線対称な図形の定義や用語｢対称の

軸｣の意味を理解する。 
●線対称な図形の定義や｢対称の軸｣

という用語を知る。 
★身の回りから線対称な図形を探

す。 

●｢つり合いがとれた形｣の折り目と

対称の軸の関係に着目させる。 
【知】線対称の定義や用語｢対称の

軸｣を理解している。 

●線対称な図形の対応する点，対応

する辺，対応する角の性質を理解

する。 
 

●線対称な図形の対応する点，対応

する辺，対応する角について調べ

る。 
 

●対称の軸で折る様子を想像しなが

ら，線対称の性質を感じられるよ

うにする。 
【知】線対称な図形の性質を理解し

ている。 

●線対称な図形の性質を理解する。 ●対応する点を結ぶ直線と対称の軸

との関係を調べる。 
●線対称な図形の性質をまとめる。 

●対称の軸と対応する点を結ぶ直線

の関係に着目させる。 
【知】線対称の性質を理解してい

る。 

●線対称な図形の性質を使ったかき

方を理解する。 
●線対称な図形の性質を想起する。 
●示されている線対称な図形の半分

に続けて，残りの半分をかき，線

対称な図形を完成させる。 
☆線対称な図形を自由にかいてみ

る。 

●線対称な図形の性質から，線対称

な図形をかきたくなるように促

す。 
【主】線対称な図形の性質に着目し

てかこうとしている。 
【知】線対称な図形を，その性質を

使ってかくことができる。 
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（７ 対称） 

２ 

点
対
称
な
図
形 

(4) 

●点対称な図形の定義や用語｢対称の

中心｣の意味を理解する。 
●教科書245ページの図を切り取り，

180°回転させ，もとの形に重なる体

験をする。 
●点対称な図形の定義や｢対称の中

心｣という用語を知る。 
★身の回りから点対称な図形を探して

うすい紙に写し，180°回転させ，も

との形に重なる形を見つける。 

●点対称な図形の性質に着目できる

ようにする。 
【主】線対称のときを思い出して点

対称な図形の性質を見つけようと

している。 
【知】点対称な図形の定義を理解し

ている。 

●点対称な図形の対応する点，対応

する辺，対応する角の性質を調べ

る。 
 

●点対称な図形の対応する点，辺，

角について調べる。 
 

●点対称な図形では，線対称と同じ

ように対応する辺の長さと角の大

きさが等しいことに着目させる。 
【知】点対称な図形の性質を理解し

ている。 

●点対称な図形の性質を理解する。 ●対応する点を結ぶ直線と対称の中

心との関係を調べる。 
●点対称な図形の性質をまとめる。 

●対称の中心と対応する点を結ぶ直

線の関係に着目させる。 
【知】点対称な図形の性質を理解し

ている。 

●点対称な図形の性質を使ったかき

方を理解する。 
●点対称な図形の性質を想起する。 
●示されている点対称な図形の半分

に続けて，残りの半分をかき，点

対称な図形を完成させる。 
☆点対称な図形を自由にかいてみ

る。 
 

●点対称な図形の性質から点対称な

図形をかきたくなるように促す。 
【主】点対称な図形の性質に着目し

てかこうとしている。 
【知】点対称な図形を，その性質を

使ってかくことができる。 

３ 

多
角
形
と
対
称 

(2) 

●対称性に着目して四角形や三角形

を考察し，対称の軸，対称の中心

を見つける。 

●台形，平行四辺形，長方形，正方

形，ひし形を，線対称・点対称の観

点から分類し，対称の軸や対称の中

心を見つける。 
●直角三角形，正三角形，二等辺三

角形について，線対称・点対称の

観点から分類し，対称の軸を見つ

ける。 

●実際に折ったり，回したり，重ね

たりしながら，きちんと理解させ

るようにする。 
【知】線対称・点対称の観点から四

角形や三角形を，分類することが

できる。 

●対称性に着目して正多角形や円を

考察し，対称の軸，対称の中心を

見つける。 

●正多角形(正五角形・正六角形・正

七角形・正八角形・正九角形)や円

を対称性に着目して分類し，対称

の軸や対称の中心を見つける。 
●調べたことについて，気がついた

ことをノートにまとめ，話し合

う。 

●前時の図形の学習を正多角形に活

用させるようにする。 
【主】調べたことについて，気がつ

いたことをノートにまとめたり，

対話をしたりしようとしている。 
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（７ 対称） 

で
き
る
よ
う
に
な
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ま
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(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●示されている図形の半分をかき，

線対称や点対称の図形を完成させ

る。 
●四角形をもとに線対称な図形，点

対称な図形についてまとめる。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●アルファベットを線対称な形，点

対称な形に分類する。 
●対称の軸，対称の中心をかき入れ

る。 
●正七角形の対称の軸をすべてかき

入れる。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
 

深
め
よ
う 

(1) 

●身の回りの記号（都道府県のマー

ク，道路標識，地図記号，ピクト

グラム）の形についての美しさ，

バランス，安定性などから対称性

に関心をもち，線対称な図形と点

対称な図形を探す。 

★身の回りの記号（都道府県のマー

ク，道路標識，地図記号，ピクト

グラム）の形についての美しさ，

バランス，安定性などから対称性

に関心をもち，線対称な図形と点

対称な図形を探す。 

●対称な形を生活の中の身の回りの

記号に活用させる。 
●身の回りの記号（都道府県のマー

ク，道路標識，地図記号，ピクト

グラム）から，対称な図形を探す

活動を通して，対称な図形が使わ

れていることに気づかせる。 
【主】マークなどの形に関心をも

ち，対称な図形を探そうとしてい

る。 

 
  



6－27 

８  円の面積 

円の面積の求め方を考えよう 
＜9 月下旬～10 月上旬・13 ページ・5 時間＞ 

学習指導要領との関連  Ｂ(3)，内容の取扱い(3) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

円の面積や身近な図形の面積を求

めるには，既習の図形にして考える

とよいことを理解し，面積の大きさ

についての豊かな感覚をもつことが

できる。 
円の面積や身の回りにある図形の

およその面積を，方眼を数えたり，

既習の図形にしたりして，求めるこ

とができる。 

円の面積や身の回りにある図形の

およその面積の求め方を，既習の図

形をもとにして考える力を養う。 

円の面積や身の回りにある図形の

およその面積を，方眼を数えたり，

既習の図形にしたりして，工夫して

求めようとする態度を養う。 

Ａ 

円の面積や身近な図形の面積を求

めるには，既習の図形に等積変形を

して，概形を既習の図形と見たりす

るとよいことを理解し，身の回りに

あるものの面積の大きさを見当づけ

たりして，面積の大きさについての

豊かな感覚をもつことができる。 
円の面積や身の回りにある図形の

およその面積を，既習の図形にし

て，いろいろな方法で求めることが

できる。 

身の回りにある図形のおよその面

積の求め方を，概形をとらえたり分

割したりして，工夫して考えてい

る。 
円の面積の求め方を，既習の図形

にして，図や式を用いていろいろな

方法で考えている。 

円の面積や身の回りにある図形の

およその面積の求積に関心をもち，

いろいろな既習の図形にすることに

よって，より正確な面積を求めよう

としている。 

Ｂ 

円の面積や身近な図形の面積を求

めるには，既習の図形にして考える

とよいことを理解し，身の回りにあ

るものの面積の大きさを見当づけた

りして，面積の大きさについての豊

かな感覚をもつことができる。 
円の面積や身の回りにある図形の

およその面積を，方眼を数えたり，

既習の図形にしたりして，求めるこ

とができる。 

身の回りにある図形のおよその面

積の求め方を，概形をとらえたり分

割したりして，考えている。 
円の面積の求め方を，既習の図形

にして，図や式を用いて考えてい

る。 

円の面積や身の回りにある図形の

およその面積を，方眼を数えたり，

既習の図形にしたりして，工夫して

求めようとしている。 
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（８ 円の面積） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

円
の
面
積 

(1) 

●方眼を用いて，円の面積の求め方

を考える。 
●完全な方眼でないところの数え方

を工夫する。 

●半径 10cm の円の面積を，外接と

内接している正方形の面積から見

当をつける。 
●半径 10 cm の円を方眼紙にかい

て，その面積を調べる。 
●円周が通っている方眼をどれも 0.5 

cm2と見て，およその面積を求め

る。 

●1 cm2の正方形がいくつ分かという

ことを考えさせる。 
【主】曲線の部分の面積を仮定して

考えようとしている。 
 

２ 

円
の
面
積
を
求
め
る
公
式 

(1) 

●円の面積の求め方を考える。 
●既習の図形に等積変形して，円の

面積を求める。 
●円の求積公式を導き出す。 
●公式を適用して，円の面積を求め

る。 
●円の直径が 2 倍になったときの円

周の長さと面積は何倍になるか調

べる。 

●円の面積の求め方をいろいろ考え

る。 
●円を半径で 16 等分，32 等分した

おうぎ形を，求積公式を知ってい

る形に並べ替える。 
●長方形に並べ替えた場合について

考え，求積公式を導き出す。 
●公式を用いて，円の面積を求め

る。 
●円の直径が 2 倍になったときに，

円周の長さと面積は何倍になるか

を調べる。 

●円の面積の求め方を，既習の図形

をもとにいろいろ考えさせる。 
●これまでにどんな形の求積公式を

学習したかを思い出させ，その形

を作らせる。 
●教科書 245 ページの図を利用す

る。 
【主】円の面積を，既習の図形に変

形するなど，工夫して求めようと

している。 
●公式を用いて円の面積を求められ

るようにする。 
【知】求積公式を適用して，円の面

積を求めることができる。 

３ 

い
ろ
い
ろ
な
面
積 

(1) 

●正方形と四分円を組み合わせた図

形についての問題に，公式を適用

する。 
●四分円を組み合わせた図形の面積

を考える。 
 

●正方形と四分円を組み合わせた図

形について，曲線の長さや面積を

求める。 
●四分円を組み合わせた図形の面積

を，いろいろな形に分けて考え

る。 
●ひもで作った円を三角形にするこ

とによって，三角形の面積の公式

から円の面積の公式を導き出す。 

●図形を分割合成した｢図形式｣で考

えさせる。 
【主】既習の求積公式を利用して面

積を求めようとしている。 
【知】これまでに学習した公式を四

分円に適用することができる。 
【知】｢図形式｣を使って説明するこ

とができる。 
【主】図形を分割合成して面積を求

めようとしている。 
【知】これまで学習した公式を複合

図形に適用することができる。 

４ 

お
よ
そ
の
面
積 

(1) 

●形の概形をとらえて，面積を概測

する方法を理解する。 
●地図を使って，いろいろな形の面

積を求める。 

●きちんとした形でないものの面積

を，方眼の数を数えたり，およそ

の形とみたりして求積する。 
●地図上の面積を方眼に写し，面積

を求める。 
●概形を基本的な図形とみて，面積

を求める。 

●直線図形でない形の求積に既習の

形の求積を活用させる。 
●直線図形でない形の求積のしかた

として，どの部分に着目すれば求

積公式が使えるか見出せるように

する。 
【主】地図を使って，湖や，自分の県

の面積などを求めようとしている。 
【知】概形を基本的な図形と見て，

面積を求めることができる。 
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（８ 円の面積） 

で
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(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●円の求積公式を用いて，面積を求

める。 
●円の面積の適用問題を解く。 
●半円や四分円を組み合わせた図形

の面積を求める。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●円の求積公式を用いて，面積を求

める。 
●円周の長さがわかっているときの

直径の長さと面積を求める。 
●円の求積公式を用いて，複合図形

の面積を求める。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 

〔発展〕 

深
め
よ
う 

●おうぎ形について，中心角と面積

の関係を調べ，おうぎ形の面積を

求める。 
●｢おうぎ形｣，｢中心角｣という用語

を知る。 

★｢せんす｣のようなおうぎ型の面積

を求める 
●半径 5cm，中心角 120°，300°
のおうぎ形をかく。 

●中心角が 2 倍，3 倍になったとき

のおうぎ形の面積がどうなるか考

え，半径 4cm，中心角が 45°のお

うぎ形の面積を求める。 

●発展教材として，おうぎ形を扱

い，中心角と面積が比例している

ことに気づかせる。 
【知】中心角を理解して，おうぎ形

の面積を求めることができる。 
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ふりかえろう つなげよう 
＜10 月上旬・2 ページ・1 時間＞   

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●正十二角形をかくことからはじめ，｢合

同な形｣，｢一つの角度｣，｢面積｣など既

習事項を振り返りながら考察したり，

見方を広げたりすることを目的とす

る。 

●正十二角形をかく。 
●正十二角形について見方を広げる。 
 

●かけた正十二角形を見て，今までの学

習を踏まえながら，どのようなことが

わかるかを考察させ，どのようなこと

を考えたいかを考えさせる。 
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９  立体の体積 

立体の体積の求め方と公式を考えよう 
＜10 月上旬～中旬・10 ページ・6 時間＞ 

学習指導要領との関連  Ｂ(4) 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

角柱や円柱の体積は，(底面積)×
(高さ)で求められることを理解して，

体積を求めることができる。 

直方体の体積の求め方から，角柱

や円柱の体積の求積公式を考える力

を養う。 

身の回りにあるものの体積を調べ

たり，角柱・円柱の体積の公式を導

き出したりしようとする態度を養

う。 

Ａ 

角柱や円柱の体積は，底面積の高

さ分という考えから，(底面積)×(高
さ)で求められることを理解して，求

積公式を用いて，体積を正確に求め

ることができる。 

直方体の体積の求め方から，図や

式を用いて表し，角柱や円柱の体積

の求積公式をいろいろ考えている。 

身の回りにあるものの体積を調べ

たり，角柱・円柱の体積の公式を導

き出したりして，それらを活用しよ

うとしている。 

Ｂ 

角柱や円柱の体積は，(底面積)×
(高さ)で求められることを理解して，

求積公式を用いて，体積を求めるこ

とができる。 

直方体の体積の求め方から，角柱

や円柱の体積の求積公式を考えてい

る。 

身の回りにあるものの体積を調べ

たり，角柱・円柱の体積の公式を導

き出したりしようとしている。 
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（９ 立体の体積） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

角
柱
の
体
積 

(2) 

●直方体の体積の求め方から，四角

柱の体積の求積公式を考える。 
●1cm3の立方体のいくつ分という考

え方で，四角柱の体積を求める。 
●｢底面積｣という用語を知る。 
●底面積が高さ分だけ積み上がった

という考え方で，四角柱の体積を

求められることを知る。 

●既習の直方体の体積の求め方を想

起させる。 
【主】四角柱の体積に関心をもち，

体積を調べようとしている。 
 

●四角柱の体積の求め方から，三角

柱やいろいろな角柱の体積の求め

方を考える。 

●底面積の高さ分という考え方で三

角柱やいろいろな角柱の体積を求

める。 
●角柱の体積は，(底面積)×(高さ)で
求められることを知る。 

●角柱の体積を求める。 

●四角柱の体積の求め方に着目して

三角柱の体積の求積につなげる。 
【主】三角柱の体積の求め方を説明

しようとしている。 
【知】四角柱の体積の求め方から，

三角柱やいろいろな角柱の体積を

求めることができる。 
【知】角柱の体積は，(底面積)×(高さ)
で求められることを理解している。 

２ 

円
柱
の
体
積 

(1) 

●角柱の体積の求め方から，円柱の

体積の求積公式を考える。 
●底面積の高さ分という考え方で，

円柱の体積を求める。 
●円柱の体積も(底面積)×(高さ)で求

められることを知る。 
●円柱の体積を求める。 
〔発展〕2 つの実験から錐体の体積

を求める式を考える。 

●角柱の体積の求め方に着目して，円

柱の体積の求積につなげる。 
【知】円柱の体積も，(底面積)×(高さ)
で求められることを理解して，求め

ることができる。 

３ 

く
ふ
う
し
て
体
積
を
求
め
る
問
題 

(1) 

●複合立体の体積を，角柱や円柱の

求積公式を使って考える。 
●直方体を組み合わせた形の体積の

求め方を，既習の方法と底面積を

使った方法で考える。 
●いろいろな形について，角柱や円

柱の求積方法を用いて考える。 

●複合立体の体積を，角柱や円柱の

求積方法を用いて考えさせる。 
【知】どのようにして体積を求めた

らよいか説明できる。 

４ 

お
よ
そ
の
体
積 

(1) 

●形の概形をとらえて，体積を概測

する方法を理解する。 
●身の回りのいろいろな形の体積や

容積を求める。 

●概形を基本的な図形とみて，体積

や容積を求める。 
★身の回りのいろいろな形の体積や

容積を求める。 

●形の概形をとらえて，既習の形の

求積を活用させる。 
●どの部分に着目すれば求積公式が

使えるか見出せるようにする。 
【主】身の回りのいろいろな形の体積

を求めようとしている。 
【知】概形を基本的な図形とみて，

体積や容積を求めることができ

る。 
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（９ 立体の体積） 
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(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●角柱や円柱の体積を求める。 
●底面が三角形・台形の柱体の体積

を求める。 
●複合立体の体積を求める。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●いろいろな角柱の体積を求める。 
 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
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〔発展〕ふりかえろう つなげよう 
＜10 月中旬・2 ページ・1 時間＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●今までの立体の体積を総括的に振り返

り，統合的に考える。 
●側面の面積が同じでも体積が違うこと

を理解する。 
●高さが同じときは，底面積がいちばん

大きい立体の体積がいちばん大きくな

ることを理解する。 
 

●長方形を使ってできる立体を考える。 
●いちばん体積が大きい立体を考える。 

●4 年の面積の学習や 5 年の体積の学習

にも結びつくものだが，忘れてしまっ

ている児童もいる。もう一度，これらの

ことを想起させながら，体積の学習を

統合的に考えるようにする。 
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１０  比とその利用 

割合の表し方と利用のしかたを考えよう 
＜10 月中旬～11 月上旬・12 ページ・10 時間＞ 

学習指導要領との関連  C(2)，[数学的活動](1)イ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

比の意味，比が等しいということ

の意味を理解することができる。 
比を用いて，2 つの数量の関係を

表したり，等しい比を作ったりする

ことができる。 

比や等しい比の性質を活用して，

問題を解決する力を養う。 
比のよさに気づき，2 つの数量の

関係を，比を用いて表したり，問題

の解決に比を活用したりしようとす

る態度を養う。 

Ａ 

比の意味と表し方，等しい比の意

味や比が日常生活の様々な場面で用

いられていることを理解している。 
比を用いて，2 つの数量の関係を

より簡潔に表し，等しい比を多様に

作ることができる。 

問題場面に応じて，的確に比をと

らえたり，等しい比の性質を活用し

たりしている。 

比のよさに気づき，日常生活の中

から比が用いられる事象を進んで探

し，問題の解決に進んで比を活用し

ようとしている。 

Ｂ 

比の意味，比が等しいということ

の意味を理解している。 
2 つの数量を，共通な基準を用い

てとらえて比を表し，等しい比を作

ることができる。 

問題場面の中に比をとらえたり，

等しい比の性質を活用したりしてい

る。 

2 つの数量の関係を，比を用いて

表したり，問題の解決に比を活用し

たりしようとしている。 
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（１０ 比とその利用） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

比
と
比
の
値 

(2) 

●分量についてこれまで学習した割

合を用いて表す。 
●フレンチドレッシングやスープ，

ご飯の材料の分量の割合について

考える。 
●今まで学習した割合について考え

る。 

●今まで学習したことを振り返っ

て，考えさせるようにする。 
【主】今まで学習した割合を使って

表そうとしている。 

●比の表し方を理解し，比を用い

る。 
●比の値について理解する。 

●フレンチドレッシングの酢の量と

サラダ油の量の割合について考

え，比を用いた割合の表し方を知

る。 
●比の値について，その意味と表し方

を知る。 
★学習後，家庭等で，酢とサラダ油

を用いてフレンチドレッシング作

りを体験するとよいことを声掛け

する。 

●比の表し方や比の値などについ

て，しっかり押さえる。 
【主】2 つの数量の関係を比で表そ

うとしている。 
【知】比の意味と，比を用いた 2 つ

の数量の割合の表し方を理解して

いる。 

２ 

等
し
い
比 

(4) 

●等しい比について理解する。 ●水と白だしの比の値を求める。 
●比が等しいということの意味と表

し方をまとめる。 
☆授業で白だしを用意し，体験的に

割合を考える活動をする。 

●前時で学習した比の値の意味に着

目させ，等しい比について理解さ

せる。 
【知】比の値を理解し，2 つの比が

等しいということの意味を理解し

ている。 

●等しい 2 つの比の間に成り立つ性

質を見つける。 
 

●等しい比の間にきまりがないかど

うか調べる。 
●A：B＝A×n：B×n， 

A：B＝A÷n：B÷n であることに

気づく。 

●等しい 2 つの比を比べ，その間に

成り立つきまりを見出せる。 
【知】等しい比を表すことができ

る。 
 

●等しい比の性質を活用する。 
 

●同じ濃さの飲料水の作り方を考え

る (A：B＝A×n：B×n の性質を

活用)。 
●同じ味のホットケーキの作り方を

考える(A：B＝A÷n：B÷n の性質

を活用)。 

●文字を含む比でも，等しい比の性

質が使えることを理解させる。 
【主】等しい比の性質を活用して，

問題を解決しようとしている。 

●等しい比の性質をもとにして，比

を簡単にする。 
●等しい比の性質を使って，できる

だけ小さい整数の比を見つける。 
●整数だけでなく，小数や分数にも

活用させる。 
【知】等しい比の性質を利用して，

比を簡単にすることができる。 

３ 

比
の
利
用 

(2) 

●比が等しいことを調べ，等しい比

の性質を活用する。 
●2 つの直角三角形(相似形)につい

て，対応する 2つの辺の比が等しい

ことを調べる。 
●等しい比の性質を活用して，影の

長さをもとに木の高さを求める。 

●実測できない数量を求めることが

できるという比のよさに気づかせ

る。 
【主】実測できないものを求めるた

めに，等しい比の性質を活用しよ

うとしている。 

●比例配分の意味と計算のしかたを

理解する。 
●72cm のリボンを 5：4 に分ける問

題を考える。 
●割合の考え方を使ったり，等しい

比の性質を利用したりして問題を

解決する。 

●全体と部分という考え方に気づか

せる。 
【主】1 つの数量を A：B に分ける

とき，A＋B が全体の割合となって

いるとみて，既習の割合と結びつ

けて考えようとしている。 
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（１０ 比とその利用） 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●割合を比で表す。 
●等しい比の性質を活用して，問題

を解く。 
●比を簡単にする。 
●図形の中に，等しい比を見つけ

る。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●等しい比の性質を活用して，問題

を解く。 
●比例配分の考え方を活用して，問題

を解く。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 

深
め
よ
う 

(1) 

●比を用いて，身の回りの事象につ

いて考え，理解を深める。 
●海外と日本にある建物の比を調

べ，決まった比である黄金比と白

銀比を知る。 
●身の回りのものから黄金比や白銀

比を見つける。 

●身の回りにある美しい比に気づか

せるようにする。 
【主】身の回りにあるものの比を調

べ，黄金比や白銀比になっている

ものを探そうとしている。 
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１１  拡大図と縮図 

同じに見える形の性質やかき方を調べよう 
＜11 月上旬～中旬・16 ページ・10 時間＞ 

学習指導要領との関連  Ｂ(1)ア(ｱ)，[数学的活動](1)ア 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

拡大図・縮図の意味や性質を理解

することができる。 
拡大図・縮図を作図することがで

きる。 

拡大図・縮図の作図のしかたを考

え，言葉や図を用いて表現したり，

実際には測定しにくい長さを計算で

求める方法を考えたりする力を養

う。 

身の回りから拡大図や縮図を見つ

けたり，拡大図・縮図を日常生活で

活用しようとしたりする態度を養

う。 

Ａ 

拡大図・縮図の意味や性質がわか

り，角の大きさや辺の比に関連づけ

て理解している。 
方眼を使ったり，辺の長さや角の

大きさに着目したりしながら，いろ

いろな方法で拡大図や縮図を作図す

ることができる。 

対応する角の大きさや辺の比に着

目して，拡大図・縮図の作図のしか

たを，いろいろ工夫して考え，言葉

や図を用いて表現している。 
また，拡大図･縮図を活用して，実

際には測定しにくい長さを計算で求

める方法を工夫して考えている。 

身の回りから拡大図や縮図を見つ

け，実際には測定しにくい長さで

も，拡大図・縮図を用いると解決で

きることに気づき，進んで日常生活

などの問題に活用しようとしてい

る。 

Ｂ 

拡大図・縮図の意味や性質を理解

している。 
方眼を使ったり，辺の長さや角の

大きさに着目したりして，簡単な拡

大図や縮図を作図することができ

る。 

対応する角の大きさや辺の比に着

目して，拡大図・縮図の作図のしか

たを考え，言葉や図を用いて表現し

ている。 
また，拡大図･縮図を活用して，実

際には測定しにくい長さを計算で求

める方法を考えている。 

身の回りから拡大図や縮図を見つ

け，実際には測定しにくい長さで

も，拡大図・縮図を用いると解決で

きることに気づき，活用しようとし

ている。 
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（１１ 拡大図と縮図） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

図
形
の
拡
大
図
・
縮
図 

(2) 

●形を比べる活動を通して，辺の長

さや角の大きさに着目して，同じ

形のものを探す。 

●4 つの形を見比べ，○アと同じ形の

ものはどれかを話し合う。 
●同じかどうかを判断するため，辺

の長さ，角の大きさに着目し，そ

れらの大きさを調べる。 
☆教科書と同じ形のものをプリント

で用意し，辺の長さ，角の大きさ

が同じかどうか，確かめる活動を

する。 

●デジタル機器などを利用した効果

的な提示のしかたを工夫するとよ

い。 
【主】4 つの形の中から，同じ形を

進んで見つけようとしている。 
 

●2 倍にのばした図の対応する辺や

角の性質を調べる。 
●拡大図・縮図の意味を理解する。 
●拡大図・縮図の割合を求める。 

●1 つの図形とそれを 2 倍に拡大し

た図形とで，対応する辺の長さや

角の大きさを調べ，比で表す。 
●2倍に拡大した図形と角の大きさを

比べる。 
●拡大図・縮図の意味と性質を知

る。 
●辺の長さを調べ，拡大・縮小の割

合を求める。 

●長さや角度は正確に測定するよう

に徹底させる。それでも，誤差が

生じると思われるので，±1°程度

の誤差は許容範囲とする。 
【知】拡大図・縮図の意味を理解し

ている｡ 
【知】角の大きさや辺の比に着目

し，拡大図か縮図かが判断でき

る。 

２ 

拡
大
図
と
縮
図
の
か
き
方 

(5) 

●方眼を利用した拡大図・縮図のか

き方を考え，実際にかく。 
●2 倍の拡大図を，方眼上にどのよ

うにかいたらよいか話し合う。 
●方眼上に 2 倍の拡大図をかく。 
●同じ大きさの方眼や，元の大きさ

の半分の方眼を使って，1/2 の縮図

をかく。 
☆2 倍，1/2 の拡大図や縮図をかく。 

●観点を確認しながら拡大図や縮図

をかかせる。 
【知】方眼を利用して，拡大図・縮

図を作図することができる。 

●辺の長さや角の大きさを使った拡

大図のかき方を考える。 
●2 倍の拡大図のかき方を考える。 
●どの辺の長さやどの角の大きさを

測ればよいか考える。 
●2 倍の三角形をかく場合に，3 つ目

の頂点の位置を決める方法を考え

る。 

●どのように考えて，どのような方

法でかいたのか，その根拠を説明

させるようにする。 
【主】必要十分条件を意識しなが

ら，拡大図のかき方を考えようと

している。 
【知】辺の長さや角の大きさを測

り，方眼を使わずに拡大図を作図

することができる。 

●辺の長さや角の大きさを使った縮

図のかき方を考える。 
 

●提示された三角形の 1/3 の縮図の

かき方を考える。 
●自分の考えた方法が，前時の拡大

図のかき方と似ているかどうか比

べてみる。 
 

●できるだけ個人の力で作図させ，

その方法を説明させる。そして，

前時の考え方と似ているところに

気づかせる。 
【知】辺の長さや角の大きさを測っ

て，縮図を作図することができ

る。 
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（１１ 拡大図と縮図） 

２ 

拡
大
図
と
縮
図
の
か
き
方 

(5) 

●1 つの頂点を中心にした三角形の拡

大図・縮図のかき方を考える。 
●三角形の 1 つの頂点を中心とし

て，3 倍の拡大図をかく方法を考

える。 
☆三角形の 1/2 の縮図をかく。 
●拡大図・縮図における中心の意味

を知る。 
☆四角形の頂点の 1 つを中心とし

て，2 倍の拡大図と 1/2 の縮図をか

く。 

●できるだけ個人の力で作図させ，

その方法を説明させる。 
【知】頂点を中心とした拡大図の作

図のしかたを理解している。 

●任意の点を中心にした四角形の拡

大図・縮図のかき方を考える。 
●四角形の中に任意の点を設け，そ

れを中心とした拡大図のかき方を

考え，2 倍の拡大図を完成させ

る。 

●できるだけ個人の力で作図させ，

その方法を説明させる。 
【主】任意の点を中心にした拡大図

のかき方を，拡大図の性質をもと

に考えようとしている。 

３ 

縮
図
の
利
用 

(1) 

●縮尺の意味，表し方を理解する。 
●縮図をかき，長さを測って実際の

長さを求める。 

●縮図上でのプールの長さを測り，

実際の長さの何分の 1 かを調べ

る。 
●縮図上で 1cm の長さは，実際には

何 m かを考える。 
●縮尺の意味と表し方を知る。 
●縮尺をもとに縮図をかき，必要な

長さを測って，実際の長さを計算

で求める。 

●縮尺の意味と表し方を理解させ

る。 
【主】縮図が日常生活の中で活用で

きることを知り，積極的に問題解

決に役立てようとしている。 
 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●いくつかの図形の中から，拡大図

や縮図になっているものを探す。 
●2 倍の拡大図，1/2 の縮図をかく。 
●縮図を用いて，実際の体育館の長

さを求める。 
★実際の体育館の長さを図り，縮図

求め，かく活動を取り入れてもよ

い。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●拡大図ともとの図の対応関係に着

目しながら，角や辺の比などを求

める。 
●拡大図の辺の長さと角の大きさを

求める。 
●2 倍の拡大図，1/2 の縮図をかく。 
●決められた条件で縮図をかく。 
●縮図を用いて，実際のビルの高さ

を求める。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 

深
め
よ
う 

(1) 

●縮尺を用いて，身の回りの事象に

ついて考え，理解を深める。 
●地図から，実際の長さを読み取っ

たり，地図上の長さを求めたりす

る。 

●地図帳や地域の地図を活用する。 
【知】縮尺をもとに，地図上での長

さを求めたり実際の長さを求めた

りすることができる。 
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１２  比例と反比例 

2つの量の変化や対応の特ちょうを調べよう 
＜11 月中旬～12 月下旬・22 ページ・15 時間＞ 

学習指導要領との関連  C(1)，[数学的活動](1)イ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

表やグラフから数量を読んだり，

比例や反比例の関係を表やグラフに

表したりすることができる。 

2 つの数量の関係を比例や反比例

の定義や性質を使ってとらえたり，

表やグラフから 2 つの数量の関係を

考察したりする力を養う。 

日常生活の中で，比例や反比例の

関係を用いて問題を解決しようとす

る態度を養う。 

Ａ 

日常生活と関わらせながら，比例

や反比例の定義や性質を理解すると

ともに，その関係を表やグラフに表

す方法を理解している。 

比例や反比例の定義や性質を使っ

て，2 つの数量の関係を的確にとら

え，表や式，グラフから 2 つの数量

の関係を考察し，その特徴を一般的

にまとめている。 

日常生活の中で，比例や反比例の

関係に着目したり，問題解決におい

て，比例や反比例の関係を進んで活

用したりしようとしている。 

Ｂ 

比例や反比例の定義や性質を理解

し，その関係を表やグラフに表す方

法を理解している。 

2 つの数量の関係を比例や反比例

の定義や性質を使ってとらえたり，

表やグラフから 2 つの数量の関係を

考察したりしている。 

日常生活の中で，比例や反比例の

関係に着目し，比例や反比例の関係

を用いて問題解決をしようとしてい

る。 
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（１２ 比例と反比例） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

比
例 

(6) 

●実験したことから，紙の枚数と重

さとの関係を調べる。 
●紙の枚数と重さとの間にどのよう

な関係があるかを考える。 
●紙の重さから枚数を求める方法を

考える。 
☆紙の重さから枚数を求める方法を

考え，算数レポートを作成する。 

●表の横の関係をとらえさせる。 
【主】紙の枚数と重さには決まった

関係があることに気づき，それを

利用して枚数の求め方を考えよう

としている。 

●実験したことから，紙の枚数と厚

さとの関係を調べる。 
●紙の枚数と厚さとの間にも，枚数

と重さと同じような関係が成り立

つか考える。 
●紙の枚数を求める。 

●表の横の関係をとらえさせる。 
【主】紙の枚数と厚さにも決まった

関係があることに気づき，枚数の

求め方を考えようとしている。 

●針金の長さと重さの 2 つの数量が

伴って変わる様子を調べる。 
●比例の意味をまとめる。 

●針金の長さと重さの表を見て，ど

のように変わっているかを話し合

う。 
●長さが 2 倍，3 倍になっていると

き，重さも 2倍，3倍になっている

ことに気づく。 
●比例の意味をまとめる。 
●針金の長さが 1.5 倍，2.5 倍になっ

た場合や，1/2 倍，1/3 倍になった

場合に，針金の重さがどのように

変わるかを調べる。 

●表の横の関係をとらえさせる。 
【知】表から 2 つの数量の関係をと

らえることができる。 
【知】比例の意味を理解している。 

●水の量と深さの関係をもとに，比

例のきまりについて考える。 
●比例関係を式に表すことができる

ことを知る。 

●水槽に入れた水の量と水の深さが

比例していることを知り，2 つの

数量の関係を調べる。 
●(深さ)÷(水の量)の値を求め，それ

が何を表しているのかを考える。 
●水の量と水の深さの関係を，x と y
を使った式に表す。 

●表の縦の関係をとらえさせる。 
【主】比例関係を式に表そうとして

いる。 
【知】比例関係を表す式について理

解している。 

●比例の関係の式の意味を考える。 ●針金の長さと重さの表から決まっ

た数を求め，関係を式に表す。 
●比例関係は，y＝(決まった数)×x
で表すことができることを知る。 

●表から必要な数値を読み取らせ

る。 
【知】比例の式の決まった数の意味

を理解している。 

●正多角形の 1 辺の長さと周りの長

さの関係を調べ，式に表す。 
●正三角形や正方形の 1 辺の長さと

周りの長さが比例していることが

わかり，比例の式に表す。 

●x と y の関係を式に表し，それを

もとにして値を求められることを

理解させる。 
【知】比例関係を式に表すことがで

きる。 
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（１２ 比例と反比例） 

２ 

比
例
の
グ
ラ
フ 

(2) 

●比例する 2 つの数量の関係をグラ

フに表すと，縦の軸と横の軸が交

わる点（原点）を通る直線になる

ことを理解する。 

●水槽に入れた水の量と深さの関係

を調べ，表に表す。 
●表をもとにして，どんなグラフに

なるか調べる。 
●x が 0 のときの y の値を調べる。 
●比例関係を表すグラフの特徴を知

る。 
☆表のデータを，グラフに表す活動

をする。 

●いくつかの対応する値の組を表に

表し，それをもとにしてグラフを

かかせる。 
●点と点の間がどのようになってい

るか考えさせる。 
●直線は 0 の点を通ることを押さえ

る。 
【知】比例関係を表すグラフの特徴

を理解している。 

●グラフから数量の関係を読み取

る。 
●グラフから対応する数量を読み取

る。 
●グラフから様々な情報を読み取

る。 

【知】グラフから，対応する数量を

読み取ることができる。 

３ 

比
例
の
性
質
の
利
用 

(2) 

●比例関係を問題解決に活用する。 
 

●コーラの量とコーラの中に含まれ

る砂糖の量との関係を調べる。 
●コーラ 250mL の中に含まれる砂糖

の量を比例の考え方を用いて求め

る。 
●コーラ 180mL の中に含まれる砂糖

の量を式から求める。 

●数直線なども用いて，数量関係を

とらえさせる。 
●比例関係にあることをしっかりと

押さえ，定義に基づいたり，式に

表したりして求めさせる。 
【知】比例関係を用いて問題を解決

できる。 

●表やグラフを手がかりにしながら

問題を解決する。 
 

●おもりの重さとゴムの伸びる長さ

の関係を表したグラフを読み取

る。 
●グラフから，2 つの数量の関係を

式に表す。 
●グラフの範囲外の量について求め

る。 

●比例のグラフをもとにして問題を

解決できることに気づかせる。 
【主】表やグラフを利用して 2 つの

数量の関係をとらえようとしてい

る。 

４ 

反
比
例 

(3) 

●一方が増えると，もう一方が減る

2 つの数量について，その変わり

方を調べる。 
●面積が一定の長方形で，反比例の

意味を理解する。 

●面積が一定の長方形の，縦と横の

長さの関係を調べる。 
●反比例の意味をまとめ，定義を知

る。 

●表の横の関係に着目させる。 
【知】反比例の意味を理解してい

る。 

●反比例の関係を表す式について理

解する。 
●反比例の関係を表すグラフについ

て理解する。 
●反比例のきまりや式についての理

解を深める。 

●面積が一定の長方形の横の長さを

x，縦の長さを y としたときに，x
と y の対応する数のきまりを見つ

け，式に表す。 
●反比例の関係を表す式を知る。 
●x×y＝24 の x，y に対応する点の

組をグラフに表す。 
☆長方形を図に表し，縦の長さが短

くなれば，横の長さが増えていく

ことなど，縦と横の関係を図と表

と関連づけてとらえる。 
●反比例のグラフを，比例のグラフ

と比べる。 

●表の縦の関係に着目させる。 
【知】反比例の関係を，式に表すこ

とができる。 
●反比例の関係をグラフに表すと，

直線にはならないことに気づかせ

る。 
【知】反比例のグラフの特徴を理解

している。 

●反比例の適用問題を解く。 ●反比例の関係にある問題を解く。 
●表から 2 つの数量の関係が反比例

していることに気づく。 
☆反比例の関係を式に表す。 

●日常生活の中で，反比例を使う場

面があることに触れさせる。 
【知】反比例の関係に気づき，式に

表すことができる。 
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（１２ 比例と反比例） 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(2) 

●既習事項の確かめをする。 ●比例の関係を表に表す。 
●表をもとに，比例の関係を式に表

す。 
●比例の関係を，表やグラフに表

す。 
●2 つの数量の関係を表に表し，反

比例の関係にあるどうかを判断す

る。 
●x と y の関係を式に表す。 
●x が決まっているときの y の値を

求める。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●比例の関係を，表，式，グラフに

表す。 
●比例，反比例を使って，問題を解

決する。 
★実際に車で出かけるときに，時間

感覚をつけるために，距離と時間

との関係を調べるように促す。 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 

 
  



6－45 

アクティブ！！ 
＜12 月下旬・2 ページ・1 時間＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●これまでの単元の学習をもとに，数量

関係の理解からおよその値を推測する

ことができる。 
●これまでの単元の学習をもとに，容積

の求め方や比や比例の考え方などを用

いて，文脈の中で活用することができ

る。 
●「おおよそ」を想定した上で，計算との

行き来ができるような算数の活用力を

身につけさせる。 
 

●地域防災の文脈を伝えた上で，1000 人

分だとどのくらいになるかを想定させ

る。 
●家庭科の授業をもとに考えると，1000
人分のカレーを作るとき，どれだけの

材料と鍋の大きさが必要になるか，1 人

で考えさせる。 
●班ごとに，材料と大きさを求めてまと

める。 
●最後に班ごとに，結果を発表させ，計算

結果の大きさがどのくらいなのかを実

感させる。 

●算数のテストの計算レベルではなく，

世の中で起き得る数量関係でとらえさ

せる。 
●友だちがどんな考え方をしたのかを考

えさせ，多様な見方に触れさせること

で，多様な見方を養いたい。 
●友だちの考えを理解するために，友だ

ち同士で伝え合う活動を取り入れる。 
【主】自分の考えを人に説明したり，他の

人の考えを聞いたりしようとしてい

る。 
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１３  資料の整理 

資料を代表する値やちらばりのようすを調べよう 
＜1 月上旬～中旬・15 ページ・7 時間＞ 

学習指導要領との関連  D(1)，[数学的活動](1)ウ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

資料の代表値や，度数分布表，柱

状グラフについて理解することがで

きる。 
資料を整理して，度数分布表や柱

状グラフをかいたり読み取ったりす

ることができる。 

代表値として平均値や中央値，最

頻値を用い，散らばりの違いを数量

的にまとめるなど，資料の傾向をと

らえる方法を考える力を養う。 

資料の傾向をとらえるために，代

表値としての平均値，最頻値，中央

値や散らばりの様子などをとらえ，

資料を整理しようとする態度を養

う。 

Ａ 

資料の代表値や，度数分布表，柱

状グラフは，資料全体の特徴をわか

りやすくするために用いることを理

解している。 
資料を整理して，度数分布表や柱

状グラフを正確にかいたり読み取っ

たりすることができる。 

資料の傾向を表す方法として平均

値や中央値，最頻値などを用いるこ

とに気づき，散らばりの違いを数量

的にまとめる方法などを工夫して考

えている。 

身の回りにある事柄について，資

料の傾向をとらえるために，代表値

としての平均値，最頻値，中央値や

散らばりの様子などをとらえ，進ん

で資料を整理し，統計的に考察しよ

うとしている。 
 

Ｂ 

資料の代表値や，度数分布表や柱

状グラフについて理解している。 
資料を整理して，度数分布表や柱

状グラフをかいたり読み取ったりす

ることができる。 

代表値として平均値や中央値，最

頻値を用い，散らばりの違いを数量

的にまとめると，資料の傾向をとら

えることができることを見出してい

る。 

資料の傾向をとらえるために，代

表値としての平均値，最頻値，中央

値や散らばりの様子などをとらえ，

資料を整理しようとしている。 
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（１３ 資料の整理） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

代
表
値 

(3) 

●2 つの資料の集団の傾向を散らば

りによって比較できることを理解

する。 
●平均値等から，どちらの集団の記

録がよいか比べる。 

●反復横跳びの記録から，1 組，2 組

の散らばり方を調べ，話し合う。 
●1 組と 2 組，それぞれの平均値を

出し，比べる。 
●1 組，2 組のどちらの組の記録がよ

いか，様々な視点から比べる。 
★実際のスポーツテストの結果があ

れば，今回と同様に，記録を比較

することができる。 

●平均値を求めるときには，電卓を

活用させるとよい。 
【主】2 つの集団の資料から，どち

らの記録がよいか，様々な観点か

ら考えようとしている。 

●ドットプロットの読み方，表し方

を理解する。 
●最頻値，中央値について知る。 
●データを代表する値(平均値，最頻

値，中央値)を代表値ということを

知る。 

●1 組の記録をグラフに表したもの

から，ドットプロットについて知

る。 
●ドットプロットを読み取る。 
●2 組の記録をドットプロットに表

す。 
●データの中で，もっとも多く現れ

た値，最頻値について理解する。 
●データを並べかえたとき，ちょう

ど真ん中に位置する値，中央値に

ついて理解する。 
●平均値，最頻値，中央値のような

値，代表値について理解する。 

●実際にかくことで，そのよさに気

づかせる。 
【知】ドットプロットを知り，2 組

の記録をドットプロットに表すこ

とができる。 
【知】最頻値，中央値について理解

している。 
【知】代表値について理解してい

る。 

●記録を，ドットプロットに表す。 
●平均値，最頻値，中央値を求め

る。 

●1 組の記録をもとに，ドットプ

ロットに表す。 
●平均値，最頻値，中央値を求め

る。 
☆ドットプロットについて知ったあ

と，実際にかかせる活動を取り入

れ，理解を深める。 
☆電卓を用いて，代表値を求める活

動をする。 
●幹葉図について知る。 

●代表値や割合を求めるときには，

電卓を活用させる。 
【知】平均値，最頻値，中央値を求

めることができる。 

２ 

度
数
分
布
表
と
柱
状
グ
ラ
フ 

(2) 
●｢階級｣，｢度数｣の用語の意味につ

いて理解する。 
●度数分布表について理解し，記入

する。 

●｢階級｣，｢度数｣の用語の意味につ

いて理解し，度数分布表について

知る。 
●3 組，4 組の度数分布表を完成す

る。 
●まとめた 3 組と 4 組の度数分布表

から，どちらの組の記録がよい

か，話し合う。 
☆資料を読み取り，度数分布表に記

入させることで，理解を深める。 

●用語や度数分布表の意味，かき方

などをしっかりと押さえる。 
【知】｢階級｣，｢度数｣の用語の意味

を理解している。 
【知】度数分布表を理解し，空欄に

数値を入れることができる。 

●柱状グラフについて理解する。 
●柱状グラフから，散らばりの様子

を理解し，比べることができる。 

●度数分布表をもとに，3 組の記録

をグラフに表したもの，柱状グラ

フを読み取る。 
●4 組の柱状グラフをかく。 
●柱状グラフをもとに，3 組と 4 組

の資料の散らばり方を比べる。 
☆柱状グラフをかくことで，理解を

深める。 

●棒グラフとの違いについて理解さ

せる。 
【知】柱状グラフについて理解して

いる。 
【主】2 つの柱状グラフの形を比べ

て，散らばりの様子について考え

ようとしている。 
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（１３ 資料の整理） 

〔発展〕 

階
級
の
幅
を
変
え
る
と
？ 

●階級の幅を変えた度数分布表につ

いて，考える。 
●階級の幅を変えた 4 組の柱状グラ

フをかく。 
●3 種類の柱状グラフから，散らば

り方について，気づいたことを話

し合う。 
☆階級の幅の違う柱状グラフをかく

ことで，同じグラフでも散らばり

の様子の違いがあることをとらえ

る。 

●階級の幅を変えると，散らばり方

に違いがあることを理解させる。 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ま
な
び
を
い
か
そ
う 

 
 

(1) 

●既習事項の確かめをする。 ●最頻値，中央値，平均値をそれぞ

れ求める。 
●度数分布表と柱状グラフをつく

る。 

●既習内容について理解しているか

確認する。 

●既習事項の理解を深める。 ●最頻値，中央値，平均値をそれぞ

れ求める。 
●柱状グラフを読み取り，通学時間

について考える。 
●それぞれの柱状グラフから，気づ

いたことをかく。 
 

●観点を確認しながら指導し，必要

に応じて前に戻り復習する。 
 

深
め
よ
う 

(1) 

●1 つの柱状グラフを，男子と女子

の 2 つに分けた場合のグラフの特

徴について考える。 

●男子の柱状グラフを参考にして，

女子の柱状グラフをつくる。 
●男子と女子に分けた柱状グラフを

見て，気づいたことを話し合う。 
☆傾向の違いをとらえるために，男

女別のグラフをかく活動をする。 

【主】男子の柱状グラフから，女子

の柱状グラフをつくろうとしてい

る。 
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１４  データの活用 

いろいろな問題を解決しよう 
＜1 月下旬・7 ページ・3 時間＞ 

学習指導要領との関連  D(1)，[数学的活動](1)イ，ウ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

日常生活の中で見つけた問題を

データとして集め，そのデータを表

やグラフに表す方法を理解すること

ができる。 

目的に応じたデータから，データ

の特徴や傾向を分析し，問題の結論

について考察する力を養う。 

日常生活の中で，身の回りの問題

を見つけ，データを表やグラフに表

し，解決しようとする態度を養う。 

Ａ 

日常生活の中で見つけた問題を，

データとして集め，場面に応じて適

した表やグラフに表す方法を理解し

ている。 

目的に応じたデータから，データ

の特徴や傾向を様々な角度から分析

し，根拠をもって問題の結論につい

て考察している。 

日常生活の中で，身の回りの問題

を見つけ，問題解決において，デー

タを表やグラフに表し，それらを活

用して，進んで解決しようとしてい

る。 

Ｂ 

日常生活の中で見つけた問題を

データとして集め，そのデータを表

やグラフに表す方法を理解してい

る。 

目的に応じたデータから，データ

の特徴や傾向を分析し，問題の結論

について考察している。 

日常生活の中で，身の回りの問題

を見つけ，問題解決において，デー

タを表やグラフに表そうとしたり，

それらを活用しながら，解決しよう

としたりしている。 
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（１４ データの活用） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｃ
サ
イ
ク
ル 

(2) 

●身の回りから問題を見つけ，これ

まで学習してきた表やグラフを活

用して，解決する。 
 

●問題を解決する方法の 1 つに

PPDAC サイクルというものがあ

ることを知る。 
●昨年の落とし物の表をもとに，棒

グラフに表す。 
☆身の回りから，解決したい問題を

見つける活動を行う。その後，問

題について吟味する。 

●身の回りの問題には，どんなもの

があるかを調べさせ，興味をもた

せるようにする。 
【主】身の回りの問題には，どんな

ものがあるか，見つけ出そうとし

ている。 

●15 年前の 6 年 1 組と今の 6 年 1 組

の体力測定の結果を比べて，体力

が落ちているか，理由を考える。 

●15 年前と今の 6 年 1 組の反復横跳

びの記録から，比べる方法につい

て考える。 
☆15 年前と今の 6 年 1 組の記録をど

んな視点で比べたらよいか話し合

いをする。 
☆反復横跳びとソフトボール投げの

記録から，体力が様々な視点から

落ちているといえるか，話し合い

をする。 

●15 年前と今の 6 年 1 組のソフト

ボール投げの記録から，体力が落

ちているといえるのか，理由を考

えさせる。 
【主】15 年前と今の 6 年生を比較

し，体力が落ちているかどうか，

様々な視点から比べようとしてい

る。 
 

２ 

デ
ー
タ
の
活
用 

(1) 

●調査した表から，平均値や散らば

りについて考える。 
●調査した表から，代表値としての

平均値，中央値について考える。 

●52 都市の平均値を求める。 
☆散らばりの様子を調べるために，

度数分布表に都市の数を書きこ

む。 
●作った表をもとに，柱状グラフを

かく。 
●柱状グラフをもとに，中央値や平

均値を求める。 
☆資料をもっともよく表している代

表値はどれか，根拠をもとに話し

合う。 

●平均値など代表値を求めさせ，資

料についていろいろな角度から考

えさせる。 
【知】都市の数を度数分布表に書き

こむことができる。 
【主】資料をもっともよく表してい

る代表値について，根拠をもとに

決めようとしている。 

 
  



6－51 

ふりかえろう つなげよう 
＜1 月下旬・2 ページ・1 時間＞  

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●統計分野の総復習を行う。 
●いろいろなグラフのもつ特性について

考える。 

●使用目的に合わせてグラフを選択する

ことを確認する。 
 

●ほかにも身の回りの問題には，どんな

ものがあるかを調べさせ，興味をもた

せるようにする。 
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１５  算数のまとめ 

算数の復習をしよう 
＜1 月下旬～2 月上旬・8 ページ・4 時間＞ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

数量や図形についての概念や性

質，技能などについて理解すること

ができる。 
基礎的・基本的事項を活用して，

問題を解くことができる。 

6 年までに身につけた数学的な考

え方や処理のしかたのよさ，有用性

を的確にとらえ，活用する力を養

う。 
 

既習事項を活用して問題解決に取

り組み，自分の学習課題を把握し

て，学習を進めようとする態度を養

う。 

Ａ 

数量や図形についての概念や性

質，技能などについて正確に理解

し，わかりやすく説明している。 
基礎的・基本的事項を活用して，

正確に問題を解くことができる。 

6 年までに身につけた数学的な考

え方や処理のしかたのよさ，有用性

をとらえ，活用している。 

既習事項を活用して問題解決に進

んで取り組み，自分の課題について

自主的に学習を進めようとしてい

る。 

Ｂ 

数量や図形についての概念や性

質，技能などについて理解してい

る。 
基礎的・基本的事項を活用して，

問題を解くことができる。 

6 年までに身につけた数学的な考

え方や処理のしかたのよさ，有用性

をとらえている。 

既習事項を活用して問題解決に取

り組み，自主的に学習を進めようと

している。 

 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

算
数
の
復
習
を
し
よ
う 

（4） 

●数と計算や変化と関係に関する基

本事項をまとめる。 
●整数，小数，分数の仕組みをまと

める。 
●整数，小数，分数の関係をまとめ

る。 
●計算のしかたをまとめる。 
●整数の性質をまとめる。 
●速さについてまとめる。 

【知】整数，小数，分数の仕組みや

関係を理解している。 
【知】計算が正確にできる。 
【知】速さ，道のり，時間の関係を

式で表すことができ，具体的場面

で使うことができる。 

●測定や図形の計量に関する基本事

項をまとめる。 
●量の単位についてまとめる。 
●単位換算の問題を解く。 
●面積の求め方についてまとめる。 
●体積の求め方についてまとめる。 
 

【知】単位の仕組みを理解し，単位

換算ができる。 
 

●図形に関する基本事項をまとめ

る。 
●四角形の性質をまとめる。 
●多角形の内角などについてまとめ

る。 
●立体の構成要素についてまとめ

る。 
●対称な図形をかく。 
●拡大図・縮図をかく。 

【知】角の大きさを計算で求めるこ

とができる。 
【知】対称な図形や，拡大図・縮図

をかくことができる。 

●データの活用や変化と関係に関す

る基本事項をまとめる。 
●数量関係を表すためのグラフを選

ぶ。 
●表を見て割合を求める。 
●比を使った問題を解く。 
●比例関係をとらえる。 
●数量関係を式やグラフで表す。 

【知】数量関係をグラフに表すこと

や，割合や比を使って問題を解く

ことができる。 
 

  



6－53 

プログラミングのグ 
＜2 月中旬・2 ページ・1 時間＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●論理的思考力を使って，問題を解決す

る。 
●論理的思考力を使って，課題を解決す

る。 
【思】論理的思考力を使って，課題を解

決している。 
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今の自分を知ろう！ 
＜2 月中旬・3 ページ・1 時間＞ 

ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

●6 年間算数で学んできた様々なことを

活用して，卒業式（の一部）を自分たち

で作り上げる。 
 

●班に分かれ，それぞれ学習した分野の

問題を作成する。 
●6 年の児童の学校生活に根ざした総合

的な活動を基盤とする。 

●現象を数学的にとらえ，ゴールにたど

り着くための課題を数学的に解決させ

る。 
●世界を数学的にとらえ，分析する力

や，身につけた知識・技能をもとに課

題を解決する思考力，どの知識・技能

を活用すればよいかを考える判断力，

解決に至るまでの過程において数・

式・図表等を活用し他者にもわかりや

すく伝える表現力等が育まれることが

期待される。 
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中学校へのかけ橋（別冊） 
 

１  算数で見つけた考え方 
＜2 月中旬～下旬・22 ぺージ・9 時間＞ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

既習事項を，9 つの考え方をもと

に整理できる。 
既習事項を，活用することができ

る。 

9 つの考え方をもとに，既習事項

を整理して考える力を養う。 
既習事項を，9 つの考え方をもと

に整理しようとする態度を養う。 

Ａ 

既習事項を 9 つの考え方をもとに

整理し，理解を深めることができ

る。 
9 つの考え方に整理するとき，既

習事項を的確に活用することができ

る。 

9 つの考え方をもとに，既習事項

を整理して考えようとし，数理的に

説明している。 

既習事項を，9 つの考え方をもと

に，進んで整理しようとしている。 

Ｂ 

既習事項を，9 つの考え方をもと

に整理することができる。 
既習事項を，活用することができ

る。 

9 つの考え方をもとに，既習事項

を整理して考えている。 
既習事項を，9 つの考え方をもと

に，整理しようとしている。 
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（１ 算数で見つけた考え方） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

１ 

１
つ
分
を
作
る 

(1) 

●数の表し方の仕組みを，｢1 つ分を

作る｣考え方で確認する。 
●長さ，広さと重さを，｢1 つ分を作

る｣考え方で確認する。 

●3758という数を，位をもとにして式

に表す。 
●｢1 つ分を作る｣考え方をまとめ

る。 
●小数についても同じことがいえる

かを確認する。 
●黒板にかかれた直線の長さを任意

単位で比較する。 
●離れた場所で任意単位を使うと誤

解を生じやすいことから，共通単

位（1 つ分）が必要だったことを

まとめる。 
●広さと重さについても｢1 つ分｣の

考え方をもとにまとめる。 

●何を 1 つ分としているか意識させ

る。 
【主】｢1 つ分を作る｣という考え方

で，整数と小数の式をつくろうと

している。 
【知】｢1 つ分を作る｣という考え方

で，長さ，広さ，重さを考えるこ

とができる。 

２ 

そ
ろ
え
て
み
る
と
… 

(1) 

●整数や小数，分数や単位などを｢そ

ろえる｣考え方で確認する。 
●速さを｢そろえる｣考え方で確認す

る。 

●整数と小数の筆算の計算をする。 
●分数の大小比較をする。 
●計算も比較も｢そろえる｣ことでで

きることをまとめる。 
●異分母分数の大きさ比べを説明

し，｢そろえる｣考え方を使うこと

をまとめる。 
●2 つの列車の速さを，道のりと時

間をそろえて比べる。 
●2 つの列車の速さを，1 分間に進む

距離を求めて比べる。 
●速さも｢そろえる｣ことで比較でき

ることをまとめる。 

●何をそろえているのかを意識させ

る。 
【知】｢そろえる｣という考え方で，

整数や小数，分数や単位などを比

べることができる。 
【主】時間をもとに速さを比べる方

法を，既習事項をもとにノートに

書こうとしている。 
【知】｢そろえる｣という考え方で，

速さを比べることができる。 

３ 

分
け
て
み
る
と
… 

(1) 

●乗法や四角形などを｢分ける｣考え

方で確認する。 
●2 桁の整数も｢分ける｣考え方を使

うことで，九九で計算できること

をまとめる。 
●垂直や平行といった辺と辺の関係

に着目すると，四角形も｢仲間分

け｣できることを説明する。 
 

●何を分けているのか，何を根拠と

して分けているのかを認識させ

る。 
【知】垂直や平行といった辺と辺の

関係に着目して考えれば，四角形

も仲間分けできることを理解して

いる。 
 

４ 

ま
と
め
て
み
る
と
… 

(1) 

●数や式の意味，図形の性質など，

｢まとめる｣考え方で確認する。 
●数の合成について考える。 
●好きな科目について，空欄に数字

を入れる。 
●図形の性質について，表にまとめ

て整理する。 
●乗法の意味について，考え方をま

とめる。 

●いろいろな事柄を表などにまとめ

て整理することのよさに気づかせ

る。 
【知】数や式の意味，図形の性質な

ど，｢まとめる｣考え方が使われて

いることを理解している。 
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（１ 算数で見つけた考え方） 

５ 

別
の
表
し
方
に
す
る
と
… 

(1) 

●数を図や別の数，グラフに｢別の表

し方｣で表す考え方をまとめる。 
●組み合わせを｢別の表し方｣で，図

や表にできる考え方で確認する。 

●家で飼っている動物調査の数字

を，別の観点の表に変えたり，円

グラフに表したりする。 
●数を割合やグラフに｢別の表し方｣

で表す考え方をまとめる。 
●5 チーム総当たり戦の試合数を，

表や図を使って表す。 
●勝敗も同時にわかる表し方はどち

らか考察する。 

●数値などを表やグラフに表すこと

のよさに気づかせる。 
【知】総当たり戦の組み合わせを，

表や図に表すことができる。 
【主】四角柱の体積を，高さとの関

係をもとに，式に表そうとしてい

る。 

６ 

数
や
形
な
ど
を
変
え
て
み
る
と
… 

(1) 

●公式や図形，算数の式を｢数や形｣

などを変えることで，解決できる

ことを確認する。 

●台形の面積の求め方を確認し，す

べて同じ公式にまとめることがで

きることを確認する。 
●平行四辺形をいろいろな条件でか

くとひし形や長方形になる場合も

あることを理解する。 
●何を求めるかによって，求める式

が変わることを確認する。 

●数や形を変えることで既習事項が

使えることに気づかせる。 
【主】いろいろな台形の面積の求め

方を，同じ式に表すことができる

ことを，既習事項を活用して考え

ようとしている。 
【知】平行四辺形も条件が変わる

と，ひし形や長方形になる場合が

あるくことに気づくことができ

る。 

７ 

同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
か
な 
(1) 

●小数や分数の計算や，拡大図や縮

図のかき方も既習の考え方を使え

ば，｢同じようにできる｣ことを確

認する。 

●小数や分数の乗法や除法の計算

も，既習の整数の計算の考えを

使って計算できることを確認す

る。 
●拡大図や縮図も，既習の合同な図

形のかき方を使えば，かけること

を確認する。 

●小数や分数の乗法や除法の計算

も，既習の整数の計算の考えを使

えば計算できることに気づかせ

る。 
【知】拡大図や縮図も，既習の合同

な図形のかき方を使い，かくこと

ができる。 
 

８ 

き
ま
り
は
あ
る
の
か
な 

(1) 

●図形のきまりを見つけることを｢変

わらないものを見つける｣考え方で

確認する。 
●伴って変わる 2 つの数量を｢変わら

ないものを見つける｣考え方で確認

する。 

●2 つに分類されたいろいろな三角

形を見て，既習事項を用いてそれ

ぞれの性質を見つける。 
●いろいろな四角形で共通する性質

を見つける。 
●図形における｢変わらないもの見つ

ける｣考え方をまとめる。 
●長方形の縦の長さと横の長さの表

から，変わらない数を見つけ，文

字式に表す。 
●正方形になるときの 1 辺の長さを

求める。 
●水槽に水を入れる時間と深さの表

から，変わらないものを見つけ，

文字式に表す。 
●｢きまりはあるかな｣の考え方をま

とめる。 

●共通の性質や規則性について気づ

かせる。 
【主】分類された三角形の共通の性

質を，既習事項をもとに見つけよ

うとしている。 
【知】表から変わらない数を見つけ

ることができる。 
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（１ 算数で見つけた考え方） 

９ 

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
な 

(1) 

●既習の学習と関連づけ，根拠をも

とに図形を考えたり，見つけたり

する。 

●円の中心と円周上の 2 点をつない

だとき，どんな三角形になるか，

根拠をもとに考える。 
●円の中心と円周上の 2 点をつな

ぎ，正三角形になるためには，中

心角を何度にすればよいか理由を

考える。 
●三角形の中から，根拠をもとに，

合同な三角形を見つける。 
●｢合同｣について確認する。 

●個人で考えたり，隣の席の人と話

をするなどして，理由を説明でき

るようにする。 
【主】円の中心と円周上の 2 点をつ

ないだ三角形が，どんな図形にな

るか考えようとしている。 
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〔発展〕２  中学校へのかけ橋 
＜3 月上旬〜下旬・23 ぺージ＞ 

◆評価の観点からみた単元の目標◆と◆評価規準◆ 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標 

新しい内容を理解することができ

る。 
既習事項を，活用することができ

る。 

新しい内容に取り組むとき，既習

事項をもとに考える力を養う。 
既習事項をもとに，新しい内容に

取り組もうとする態度を養う。 

Ａ 

新しい内容に取り組むとき，既習

事項を的確に活用することができ

る。 
既習事項をもとにして，新しい内

容の理解を深めることができる。 

新しい内容に取り組むとき，使え

そうな既習事項をもとにして考え，

数理的に説明している。 

新しい内容に取り組むとき，使え

そうな既習事項をもとにして，進ん

で考えようとしている。 

Ｂ 

新しい内容を理解している。 
既習事項を，活用することができ

る。 

新しい内容に取り組むとき，既習

事項をもとに考えている。 
新しい内容に取り組むとき，既習

事項をもとに考えようとしている。 
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（〔発展〕２ 中学校へのかけ橋） 

小単元 ねらい 学習活動 指導上の留意点と評価の観点 

〔発展〕
１ 

０
よ
り
小
さ
い
数 

●0 より小さい数があることを知

る。 
●正の数，負の数の加法の動きを体

感する。 

●温度計などをもとに，0 より小さ

い数があることや，その表し方を

知る。 
●数直線をもとに，0 を基準とした

正の数，負の数の表し方を知る。 
●正の数，負の数が書かれたカード

を使ってカードゲームをし，正の

数，負の数の加法の動きを体感す

る。 

●発展教材として扱う。 
【主】正の数，負の数の加法の動き

を理解し，興味をもってゲームを

しようとしている。 

〔発展〕
２ 

文
字
を
使
っ
た
式 

●文字 x を使って，加減乗除の式に

表す。 
●文字式を立てて，誕生月当てクイ

ズの仕組みについて考える。 
●自分で誕生月当てクイズを作る。 

●発展教材として扱う。 
【知】x を使った式に表すことがで

きる。 

●天秤を使って，等式の性質につい

て体感する。 
●天秤の図を見ながら，左右がつり

合うようにする操作を考える。 
●図と操作，文字式を関連させる。 
●つり合っている天秤の問題を解

く。 

●発展教材として扱う。 
●実際の天秤を使って，つり合う操

作を見せることで意味理解を図る

ようにする。 
【主】天秤を使って，等式の性質に

ついて体感しようとしている。 

〔発展〕
３ 

図
の
か
き
方 

●定規とコンパスだけで，垂直な直

線をかく方法を説明する。 
●定規とコンパスだけで，平行な直

線をかく方法を説明する。 

●定規とコンパスだけで，垂直な直

線をかく方法を考え，説明する。 
●定規とコンパスだけで，平行な直

線をかく方法を考え，説明する。 
●定規とコンパスだけで垂直な直線

をかく方法を利用して，平行な直

線をかく方法を説明し，かく。 

●発展教材として扱う。 
【主】定規とコンパスだけで，垂直

な直線をかく方法を考えようとし

ている。 
【知】定規とコンパスだけで，平行

な直線をかく方法を考えることが

できる。 

●角の二等分線のかき方を考える。 ●図を見て，気づいたことを発表す

る。 
●角の二等分線のかき方を，問題 2
の図をもとに考える。 

●発展教材として扱う。 
【主】ひし形の対角線の性質をもと

に角の大きさの関係を考えようと

している。 
【主】気づいたことをもとに，角の

二等分線のかき方を考えようとし

ている。 
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〔発展〕
４ 

と
も
な
っ
て
変
わ
る
量 

●入れ物に水を入れるときの時間と

深さの関係を表にまとめ，グラフ

に表す。 

●A の入れ物に水を入れたときの時

間と深さの関係を，表にまとめ，

式に表す。 
●表をもとに，グラフに表す。 

●発展教材として扱う。 
【知】時間と深さの関係を，式や

表，グラフに表すことができる。 

●入れ物に水を入れるときの時間と

深さの関係を表にまとめ，グラフ

に表す。 

●B，C に A と同じ割合で水を入れ

たとき，1 分間に深さが何 cm 増え

るか考える。 
●B，C の入れ物に水を入れたときの

時間と深さの関係を，表にまと

め，式に表す。 
●表をもとに，グラフに表す。 

●発展教材として扱う。 
【知】時間と深さの関係を，式や

表，グラフに表すことができる。 

●3 つの入れ物をつないだとき，時

間と深さの関係がどのようになる

かを考え，グラフに表す。 
●グラフを読み取る。 

●3 つの入れ物をつないだとき，時

間と深さの関係がどのようになる

かを考える。 
●時間と深さの関係をグラフに表

す。 
●グラフから，3 つの入れ物をどの

ようにつないだのかを考える。 

●発展教材として扱う。 
【主】3 つの入れ物をつないだと

き，時間と深さの関係がどのよう

に変わるかを考えようとしてい

る。 

〔発展〕
５ 

デ
ー
タ
の
活
用 

●10 秒ゲームで，データの集め方に

ついて考え，整理する。 
●6 年 2 組のデータと先生のデータ

から，整理のしかたを考える。 
●6 年 2 組と先生のデータの平均値

をそれぞれ求める。 
●度数分布表にデータをまとめ，柱

状グラフに表す。 
●6 年 2 組と先生のデータのどちら

がぴったり止められたと考えられ

るか理由を話し合う。 

●10 秒に近いところで止められる

か，調べる方法について考える。 
●6 年 2 組のみんなと先生たちで

は，どちらの方が 10 秒に近いとこ

ろで止められるか，整理のしかた

を考える。 
●データを速い順に並べ変えるな

ど，整理する方法を考える。 
●データをグラフに表せばよいこと

に気づく。 
●人数が違うことから，平均値を求

め，比べればよいことに気づくこ

とができる。 
●度数分布表をもとに，柱状グラフ

に表す。 
●6 年 2 組の方がぴったり止められ

たと思う理由について，話し合

う。 
●割合による比較から，6 年 2 組，

先生のどちらがぴったり止められ

たと考えるか，話し合う。 

●発展教材として扱う。 
【主】10 秒ゲームで，10 秒に近いと

ころで止められるか，調べる方法

を考えようとしている。 
【主】6 年 2 組のデータと先生の

データから，整理のしかたについ

て考えようとしている。 
【知】データから平均値を求めるこ

とができる。 
【知】度数分布表から，柱状グラフ

に表すことができる。 
【主】6 年 2 組の方がぴったり止め

られたと思う理由について考えよ

うとしている。 
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